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�年度公開教育講座 公開教育講座委員長 教授 松村 人志……
�

市民講座 平成
�年度市民講座 市民講座委員長 教授 戸塚 裕一……



研究室の紹介 生薬科学研究室 
�

就任のご挨拶 薬剤学研究室 教授 永井 純也……
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�年度進路・就職状況報告 キャリアサポート課……
�
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江戸時代､ 酒類・医薬用アルコールなどを蒸留した陶製の器具

― 本学資料展示室所蔵 ―

蘭引(らんびき)



本学は平成��年�月に創立���周年を迎えました｡

これまでの歩みを簡単に振り返ると､ 明治��年に大阪

市東区 (現中央区) 道修町に大阪道修薬学校として創

設され､ 以来何回か移転を繰り返したのち､ 昭和�年

に大阪府南河内郡北八下村 (現松原市) に移転しまし

た｡ 校名もその役割も幾度か変わりましたが､ 昭和��

年には現在の大阪薬科大学として新たなスタートを切

り､ 平成	年には現在の高槻市奈佐原に移転し､ 今日

を迎えています｡

創立���周年記念事業については､ 平成��年�月に

理事長を委員長とする創立���周年記念事業準備委員

会が設置され､ 具体的な検討に着手しました｡

まず､ 今回の記念事業の基本的なスタンスとしては､

前回の���周年記念事業のような盛大なセレモニーは

行わず､ 前々回の
�周年並みの質素な運営とすること

が決められました｡ この基本方針のもと､ 本学施設で

今年秋に開催することや､ 記念講演の実施､ 記念誌の

作成や法人功労者の表彰などを行うことも合わせて決

められました｡

その後�回の準備委員会が開催され､ さらに具体的

な検討が進められました｡ 開催日は今年の��月
日

(日)に決まり､ 記念講演､ 記念式典は本学講堂､ その

後の祝賀会は学生ラウンジで行うこととし､ 招待者は

本学施設の収容人員を考慮して���名程度とすること

にしています｡

また､ 今回の記念事業を挙行するに当たり､ 公式ロ

ゴマークを選定し､ 本学で使用する封筒､ クリアファ

イルや名刺などにこのロゴマークを入れ､ いろいろな

機会をとらえて創立���周年を��していくこととし

ました｡ ロゴマークは､ 図表�にあるとおりです｡ 図

案のコンセプトは､ 学舎内にあるさまざまな美しい薬

草からインスピレーションを得て､ カラフルな花をモ

チーフにして鮮やかな色合いが過去､ 現在､ 未来に亘っ

て躍動する本大学を象徴し､ また見る人をポジティブ

な気分にさせるというものです｡

さらに､ 創立���周年を記念してキャンパス内に時

計塔を建設することも決定しました｡ 時計塔のイメー

ジ図は､ 図表�のとおりで､ 本学キャンパスの中庭の

芝生と体育館との間の植栽に設置する予定です｡ この

企画は同窓会からご提案があったもので､ 製作費の一

部については､ 同窓会会員による募金で賄うことにし

ています｡ 同窓会の皆さまのご協力には心から感謝を

申し上げます｡

学生の皆さんに記念式典に参加していただくことは､

会場のスペースの関係でできませんが､ その代わり皆

さんには記念品をお渡しすることを考えています｡

次に､ 中期計画の策定について､ 少し現在の状況を

ご説明します｡ 本学ではこれまでこうした計画を策定

したことはないようですが､ 現下の薬学部をめぐる環
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図表１ 図表２



境は､ 少子高齢化の進展や医療制度

改革の中での薬剤師の役割変化など､

急激に変わろうとしており､ 本学も

これに的確に対応していくことが何

よりも求められております｡ 環境変

化に的確に対応していくためには､

将来の変化を見通し､ これを先取り

して将来向かうべき方向に向けて計

画的に対応を積み重ねていくことが

必要になります｡ この目的で作られ

るのがまさに中期計画であります｡

井上通敏前理事長の発案で今こそ本

学には中期計画が必要であるとの認

識で平成��年に計画づくりがスター

トしました｡

その後､ 理事会や教学で検討を重

ねて､ あと少しで完成というところ

にきています｡ 中期計画(案)の骨子

は､ 図表�にあるとおりです｡

本中期計画は､ 創立���周年を迎

えた平成��年度から��年度までの�

年計画にしています｡ まず､ 総論と

して､ 本学の理念､ 使命､ 重点項目

を掲げています｡ 理念は､ 進取の精

神に立って知の創造に努め､ 地域に

根ざした大学として､ 医療を通じて

豊かで健康的な社会の実現に貢献す

ることとしています｡

次に使命は､

(�) 医療人として先進医療並びに地域医療の推進に貢

献できる薬剤師の養成

(�) 創薬の研究開発や薬事行政・環境問題に貢献でき

る人材の養成

(�) 薬学研究の推進と薬学に係る教育者・研究者の養

成

を掲げています｡

また､ 本中期計画の重点項目は､

(�) 教育・研究におけるガバナンスの強化

(�) 薬学と医学の密接な連携による先進的な薬学教育

と研究の推進

(�) 薬学教育・研究の高度化とグローバル化の推進

(�) リフレッシュ教育 (卒後教育) の充実

(�) 地域社会に貢献する大学としての新たな対応

としています｡

その後に､ 各論として､ 教育､ 研究､ 学内制度､ 施

設・設備・人員への投資､ 学外諸機関との連携促進､

財政基盤の安定に関する具体的な取り組み項目を並べ

ることになります｡

本計画に基づき毎年度の事業計画が立案され､ 確実

に事業を実施していき､ �年後には各取り組み項目が

どこまで実現できたかを評価・検証し､ その反省に立っ

て次の中期計画を策定することにより����サイク

ルを回していくことができます｡ もちろん計画期間の

途中で想定しえない大きな環境変化があった場合には､

柔軟に計画の見直しを行っていきます｡

今後の予定としては､ この後の理事会で各取り組み

項目の妥当性を精査したうえで､ 夏までには完成させ

て､ 本計画をホームページで公表したいと考えていま

す｡

学生の皆さんにはあまり関係がないと思われるかも

しれませんが､ 皆さんの学生生活をより充実させるた

めの取り組みもいくつか含まれていますので､ ぜひ一

度見てみてください｡
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総 論

１ 大阪薬科大学の理念

大阪薬科大学は､ 進取の精神に立って知の創造に努め､ 地域に根

ざした大学として､ 医療を通じて豊かで健康的な社会の実現に貢献

する｡

２ 大阪薬科大学の使命

(1) 医療人として先進医療並びに地域医療の推進に貢献できる薬剤師

の養成

(2) 創薬の研究開発や薬事行政・環境問題に貢献できる人材の養成

(3) 薬学研究の推進と薬学に係る教育者・研究者の養成

３ 中期計画の重点項目

(1) 教育・研究におけるガバナンスの強化

(2) 薬学と医学の密接な連携による先進的な薬学教育と研究の推進

(3) 薬学教育・研究の高度化とグローバル化の推進

(4) リフレッシュ教育 (卒後教育) の充実

(5) 地域社会に貢献する大学としての新たな対応

各 論

１ 教育に関する計画

２ 研究に関する計画

３ 学内制度に関する計画

４ 施設・設備・人員への投資に関する計画

５ 学外諸機関との連携促進に関する計画

６ 財政基盤の安定に関する計画

図表３



新入生の皆さん､ 入学おめでと
う｡ 入学を果たされた皆さんのこ
れまでの日頃の研鑽と努力に､ 心
から敬意を表します｡ そして教職
員一同は､ 皆さんの入学に対しま
して､ 心から祝福し歓迎致します｡
ところで､ 本学は江戸時代から
薬の町として知られている大阪道
修町＊に����年の創立以来､ 本年

で���年を迎え､ これまで医療現場での薬剤師をはじ
め薬学関連分野で活躍している多くの卒業生を､ 輩出
している歴史と伝統のある医療系大学です｡
入学された皆さんは､ 薬剤師を目指していると思い
ますが､ 昨年､ 日本薬剤師会も創立���年を迎え､ 薬
剤師は､ 医療の歴史とともに歩んできたといえます｡
医療のことを英語では､ メディカルケア､ あるいはメ
ディスンと言いますが､ メディスンのもう一つの意味
は ｢薬｣ であり､ 医療における ｢薬｣ の重要性､ ｢薬｣
を扱う薬剤師の重要性が良く表現されていると思いま
す｡
薬剤師の任務は､ 薬剤師法では ｢薬剤師は､ 調剤､
医薬品の供給､ その他､ 薬事衛生をつかさどることに
よって､ 公衆衛生の向上及び増進に寄与し､ もって､
国民の健康な生活を確保するものとする｣ と規定され
ていますが､ 昨今､ 医療が大きく変遷している中､ 薬
剤師の役割も大きな広がりを見せています｡ 現在医療
においては､ 予防医療､ 再生医療､ 地域・在宅医療､
チーム医療､ セルフメディケーションなどが重要視さ
れ､ また､ ����年には東京オリンピックが開催されま
すが､ スポーツファーマシストも一つの話題になって
います｡ さらに､ 東日本大震災から�年が経過しまし
た｡ ここに改めまして､ この震災により亡くなられま
した方々に､ 謹んで哀悼の意を捧げますが､ 本震災で
は､ 約�����名の薬剤師が支援活動に参加し､ このよ
うな災害医療にも大きく貢献しています｡ 更には､ 薬
の開発､ 食や環境の安全など､ 様々な分野においても
薬剤師は活躍しています｡
ところで､ 筑波大学の高橋正雄教授は､ ｢野生の動
物は､ 大きな病気やけがをすれば生きていけません｡

しかし､ 人間は､ 病気や障害を抱えながらも生きられ
るし､ 生きていかなければなりません｡ 病みながら生
きる｡ という生き方ができるのは人間だけなのです｡｣
と述べています｡ 病む人のためにこそ医療があります｡
プロとしての医療人に求められるのは､ 他者に対する
深い思いやりを持ち､ 病める人々への共感と包容でき
る全人的な豊かさです｡
これから皆さんが学ぶ薬学では､ 極めて高度で､ 幅
広い知識と技能を習得する必要があり､ 皆さんは､ 日々
の学びの中で､ 大きな壁につきあたり､ 様々な挫折を
味わうことでしょう！ しかし､ 決してひるむことは
ありません｡ 人間は皆､ 失敗しながら生きています｡
大切なことは､ 日々遭遇する目の前の一つ一つに､ 逃
げずにひたむきに向き合うことです｡ 日々のひたむき
な地道な積み重ねが､ なにより大切です｡ ｢挫折の数
だけ強くなれる｣ ことを信じ､ そして､ 自分は薬学を
極めるのだという､ 強い信念を持って研鑽してくださ
い｡
これからの大学生活は､ 皆さんにとって最もかけが
えのない時間です｡ 皆さんには､ 多くのことを学び､
多くの友と触れ合い､ 多くの経験を積んで､ たくさん
のことを身につけて､ 人間性を高め､ 自身の夢をつか
んでいただきたいと思います｡ 夢の実現のために､ 第
一歩を踏み出しましょう｡ 皆さんの一人ひとりが､ 自
分に誇りを持ち､ 大阪薬科大学に誇りを持って､ それ
ぞれの夢に向かって挑戦を続け､ 日本の未来､ そして
人類社会の未来を担うんだという､ 気概で前進してく
ださい｡ ｢本学に入学してきて良かった､ 本学を卒業
して良かった｣ と皆さんが言ってくれるよう､ 教職員
一同､ 全力で支援していきます｡
とにかく､ 新しい生活が始まりました｡ 新入生の皆
さん､ 笑顔と挨拶をいつも忘れず､ 明るく､ 楽しく､
元気にやっていきましょう｡ そして､ これからの大阪
薬科大学での学生生活を大いにエンジョイしてくださ
い｡ 最後に､ 健康には充分留意され､ 実り豊かな学生
生活を過ごされ､ 大きく成長されることを祈念してい
ます｡
(本文章は､ 平成�	年�月�日の平成�	年度入学式での学長式辞
を改変したものです)

�������	
�

大阪薬科大学報 No.��(����) �

�� �� �� �� �� 

 �� ��

� � �� ��

���� � � �	
��
����� ����������������

＊道修町には､ 天然痘治療に貢献し､ 日本の近代医学の祖といわれている緒方洪庵が開いた適塾や神農さんでおなじみの少彦名神社
すくなひこなじんじゃ

(薬の神として健康増進､ 交易の神として商売繁盛の神徳) が､ また､ 塩野義製薬株式会社本社ビルの玄関脇には同社のご厚意によ
り建立された ｢大阪薬科大学発祥の地の記念碑｣ があります｡ 皆さん一度は訪ねてみましょう！



新入学生の皆さん､ 皆さんが大阪薬科大学に入学さ

れてから約�ヶ月が経ちました｡ 毎日を楽しく有意義

に過ごされていますか？

本学は今年､ 創立���周年の記念すべき年を迎えま

した｡ 創立当時の����年は日露戦争が勃発した年で､

私たちの先祖は将来の日本を憂い､ 鎖国をしていた武

士の時代から､ 産業を興し富国強兵を唱え､ 先進諸国

に肩を並べることを目標に､ めざましく発展していた

時代です｡ そうした時期に､ 道修町の薬種商らは発展

が遅れている薬業界を憂い､ 優れた人材を養成し輩出

すべく､ 本学の前身である大阪道修薬学校を設立しま

した｡ このように本学は､ 先人の純粋に薬業界を想う

崇高な精神の上に成り立っている大学です｡

さて､ 皆さんはこの大阪薬科大学に入学されたわけ

ですが､ ほとんどの方は�年後に薬剤師になることを

希望して入学されたことと思います｡ 今年の薬剤師国

家試験の状況は新入生ガイダンスでも簡単に紹介しま

したが､ 薬学�年制へ移行してから急激に難易度が上

がり､ 今年は合格率の全国平均が�����％と過去に例

を見ない低レベルの合格率となりました｡ 幸い､ 本学

の合格率は����％と､ 十分とは言えないものの一定の

結果を残すことができました｡ これは､ ��期卒業生の

並々ならぬ努力があってのことですが､ 薬剤師国家試

験対策委員会による指導など本学の歴史に培われた伝

統に負うところも少なくないでしょう｡ 皆さんにとっ

て､ 本学の歴史と伝統は将来の就職活動にも大きな力

となるでしょう｡ 皆さんはいい大学に入学されたと思

います｡

日露戦争では､ 陸軍は圧倒的に優勢な兵力のロシア

陸軍に対し満州の凍てつく荒野で大苦戦の末勝利を収

め､ 海軍は日本海海戦でバルチック艦隊を圧倒し大勝

利を収めました｡ この勝利に驕った我が国は､ 無謀な

太平洋戦争へと突き進んでいきました｡ ｢驕る者久し

からず｣ の言葉があるように､ 本学も､ これまでの国

家試験の結果や伝統に慢心することなく､ 一層気を引

き締めてかからねばなりません｡ 学生の皆さんは､ 遊

びと学習にメリハリをつけて､ 日頃からこつこつ学習

する習慣をつけてください｡

今年の国家試験の問題を見て感じることは単に知識

を暗記しているだけでは正解にたどりつけない問題が

多くなったということです｡ これは､ 難しくなったと

いうより､ 本当の実力を測る国家試験になってきたと

いうべきでしょう｡ これに対応するには正しい学習を

して真の実力をつけていく必要があります｡ 勉強を

｢覚えること｣ と思うのは間違いです｡ 中味を理解し

なければ､ 知識を ｢使う｣ ことはできません｡ 丸覚え

は ｢使えない｣ 知識を増やすだけで意味がありません｡

本当の実力をつけるには ｢理解する｣ ことを意識して

学習してください｡ そして知識と知識を関連づけるよ

うに学習すれば ｢使える知識｣､ つまり応用力を身に

つけることができるでしょう｡

このような地道な努力を続けていけば､ 十分な知識

と応用力が備わり就職活動や薬剤師国家試験対策にも

大いに役立つものと思います｡ 何より､ 社会の第一線

で活躍できる人材として成長できることでしょう｡ �

年後､ 皆さんが社会に誇れる大阪薬科大学卒業生とし

て､ はばたいていく日を楽しみにしつつ……｡
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新入生の皆さん､ お元気ですか｡ 入学から�ヶ月が
経ち､ 大学にも随分慣れてきたことでしょう｡ 友達は
大勢できそうですか｡ 大学時代の友人は一生の友にな
ります｡ ���の朝ドラ ｢花子とアン｣ の村岡花子と
白蓮のように､ 腹心の友ができるといいですね｡ さて､
新入生歓迎の五月祭も無事終わり､ 所属クラブも決まっ
たことでしょう｡ これから本格的に大学生活をエンジョ
イしてください｡ 大学時代ほど自由時間があり､ 好き
なことができる貴重な時期はありません｡ 勉強も当然
のことですが､ それ以外のことも積極的に行動しましょ
う｡ きっと素敵な出会いがあることでしょう｡
皆さんには一度､ 将来の設計を試みてほしいと思い
ます｡ ��年後､ ��年後の自分を想像してください｡ ど
のような人になっていることを望みますか？ 薬業界
でなりたい人は､ いますか｡ 他の業界ではどうでしょ
うか｡ ｢何？ ノーベル賞の山中伸弥さんになりたいっ
て？ それは無理､ 無理､ ……いや無理ではないかも｡
本学の卒業生で､ 京大���細胞研究所の副所長として､
所長の山中教授とともに仕事をしている方もいますか
ら｡｣ 話を戻しますが､ 今の時点で､ 具体的な将来像
を想像できる人は少ないでしょう｡ 皆さんが成長する
につれて､ また社会環境の変化につれて､ 考え方も変
わります｡ でも言えることは､ 皆さんがなりたい人､
進みたい道が見つかっても､ 望みの方向に行くために
は､ やはり大学での勉強を十分しておくことが大事と
いうことです｡ 例えば､ 薬学科では�年次生から研究
室に配属になりますが､ 入りたい研究室があっても､
希望者が多いと､ 学業成績で特研生を選考する研究室
も少なくありません｡ ｢備えあれば憂い無し！｣､ 将来
遭遇する色々な場面で､ 希望する方向に堂々と進める
ように大いに勉強をして実力をつけておいてください｡
皆さんの多くは､ 薬剤師等の立場で社会に貢献できる
立派な医療人に成長することでしょう｡ そのためには
学業に興味をもち且つ真摯な態度で勉学に取り組むこ
とが求められます｡ 大学生活をエンジョイしつつ､ しっ
かり勉強し､ 各自の夢に向かって邁進してください｡
学生部は､ そのような皆さんを色々な面で応援しま
す｡ 経済的な面では奨学金制度があります｡ 多様な制
度がありますが､ 貸与の場合は返済のことも念頭に入
れて利用してください｡ また､ 精神的にストレスが掛
かったり､ 孤立していたり､ 勉学に意欲が沸かない人
は､ 学生相談室もありますので､ 遠慮なくカウンセラー
(臨床心理士) に相談してください｡ 次に､ 喫煙の問
題です｡ 本学は平成��年度からキャンパス及び周辺を
全面禁煙にしています｡ もちろん､ 全面禁煙の主な目
的は､ 受動喫煙の防止です｡ 法律上､ 成人であれば喫
煙が許されている場所での喫煙は咎められませんが､
喫煙習慣をつけてしまうと､ 長い目で見れば必ず肺が
ん等の罹患率が高くなってしまいます｡ 特に若いとき
の喫煙習慣が後になって大きく影響してきます｡ です

から､ 新入生の皆さんには��歳になっても､ 仮に学外
であっても､ タバコを吸わないように心がけて頂きた
い｡ 新入生の皆さんが将来的に健康リスクを抱えてし
まう､ 喫煙習慣を身につけないように極力指導してい
きたいと考えています｡
次に､ マナーの問題をお話したいと思います｡ まず､
バスでの乗車マナーです｡ ｢お年寄りに席を譲らない｣､
｢大声でうるさい｣ とかの苦情が寄せられています｡
そのような学生はほんの一部のはずですが､ 一人でも
いると本学の学生みんなが乗車マナーを守らないと勘
違いされます｡ 将来､ 薬剤師として医療の分野に身を
おくものとして､ お年寄りなど弱者への心遣いは特に
大事と思われます｡ 大薬の学生として恥ずかしくない
ような乗車マナーを是非守って頂きたい｡ 一人の心無
い態度が大阪薬大全体のイメージも悪くしてしまいま
す｡
ところで､ �月から運行している貸切バス (帰路の

み) は如何でしょうか｡ 富田駅までノンストップであ
り､ ゆっくり座って帰れるので､ 好評のようです｡ 貸
切バスでバス通学のストレスが多少なりとも改善され､
翌日の講義を元気に受けられるようになれば幸いです｡
最後に､ 授業におけるマナーも真剣に考えてみましょ
う｡ ｢私語がうるさい｣ と周りの学生から苦情が寄せ
られることがあります｡ 真面目に講義を受けたいと考
えている学生の邪魔をするのはもってのほかです｡ 周
りに迷惑を掛けないように注意してください｡
充実した大学生活を送るためには､ 順調に進級して
いくことが不可欠です｡ 必ず�年間で卒業し､ 最初の
薬剤師国家試験で合格してください (残念ながら､ 昨
年は��名以上の新入生が留年)｡ そのためには､ 学生
自身が､ 勉学に対する態度､ 試験勉強に対する考え方
等､ 再度､ 考え直す必要があります｡ 学生たちの代表
である学友会の皆さんも､ 学生の方から真面目に学業
に取り組むという雰囲気づくりを積極的に進めていっ
て頂きたいと思います｡ 学生たちと教員とが一体となっ
て留年の少ない良い大学にしていきたいものです｡ そ
のためにも ｢学生主導による授業マナーの改善｣ が望
まれます｡
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新入生の皆さん､ 大阪薬科大学へのご入学おめでと

うございます｡ 多くの方が将来薬剤師として社会に貢

献されていかれることと思います｡ チーム医療の一員

としての薬剤師の果たす役割は益々重要になるでしょ

う｡ また､ 伝統的に日本では薬学出身者は薬剤師職以

外でも多くの分野で活躍してきました｡ 多くの職種に

おいて､ 社会からの信頼とニーズに応えてきたからこ

そ､ 薬学出身者の社会的地位が高められてきたと思い

ます｡ 薬学はとても魅力ある､ ｢キャリアプラン｣ を

実践できる専門職です｡ 入学当時の意気込みを忘れず､

これからのキャンパスライフを着実に進んでください｡

そして､ 本学での多くの学びや経験を通して､ 実社会

での ｢存在意義｣ ｢やりがい｣ ｢充実した人生｣ に繋が

る知識力､ コミュニケーション能力などの人間力を培っ

てください｡ 何より ｢心の友｣ の発掘は重要だと思い

ます｡ 思いっきり､ キャンパスライフを謳歌してくだ

さい｡

今年､ 本学は創立���周年を迎えます｡ これまでの

本学の就職状況は､ 本学同窓生の方々の社会でのご活

躍､ 全教職員の多様な教育的､ 精神的学生支援､ そし

て何より学生本人の頑張りに

よって良好であると思います｡

さて､ 皆さんは､ いつの日

か本学で学んだ事を活かし社

会に巣立っていかなければな

りません｡ そのスタートであ

る就職さらに就職後のキャリ

アデザインをサポートするの

がキャリアサポート部および

キャリアサポート課です｡ 人

生をキャリアデザインする事

は一瞬ではできません｡ 少し

ずつ意識していきましょう｡

キャリアサポート課は本学の

真ん中に位置いたします｡ 場

所は �棟 �階学生ロッカー

室前にキャリアサポート事務

室と資料室があります｡ 気軽にキャリアサポート課へ

お越しください｡

キャリアサポート課の利用例です｡

● 職種紹介の学内セミナー等 (企業､ 薬局､ 病院など

の各団体を多数招いて実施します)

● 個人面談 (キャリア全般について面談します)

● 就職活動実戦トレーニング (面接練習､ 履歴書作成

アドバイス等を行います)

● 求人・先輩の活動情報ファイル (就職活動結果報告

書をまとめています)

● 過去に実施したガイダンス上映会

● 就活対策本・就活スキル本の貸出

● キャリアサポート資料室の使用､ 資料の確保 (キャ

リアサポート課専用ルームです)

最後に､ 就職は皆さんにとって大きなイベントです｡

就職活動を実際に行うまでに､ ｢自分は何がしたいの

か｣ に対する答えがはっきりと言えることが大切であ

ることを心に留めていただけると幸いです｡

今後のご健闘を祈っております｡
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最近､ スマートフォン等を使用して本や雑誌を購入

し､ 読書を楽しんでいる人が増えてきています｡ 新入

生の皆さんはどうでしょう｡ 私は電子書籍も購入しま

すが､ スキマ時間に読む本の多くは紙の本です｡ 自宅

や通勤電車で､ 街角の大型書店や駅ナカの本屋さんで､

学内のブックセンターや図書館で､ ｢紙のページ｣ を

めくる触感には､ 捨てがたい味わいがあります｡

情報支援

図書館には､ 自然科学系図書や教養図書とともに一

般の小説や雑誌等の紙媒体資料が数多く所蔵されてい

ますが､ 各種電子情報資源への接続も可能となってい

ます｡ プリントシステムと組み合わせて利用する学生

が年々増え､ レポートや課題の情報収集と印刷などに

幅広く活用されています｡

昨年､ 館内の情報検索用パソコンが更新され､ 電子

ジャーナル､ オンラインデータベースや�����など

へのアクセス環境が整備されました｡ 本年度は､ 図書

検索システムの機器更新を実施し､ ���	�(統合検索

システム) と連携することにより､ 今まで以上に多種

多様な情報資源へのアクセスが可能になります｡ 学内

で探したい資料があれば､ 情報検索コーナーのパソコ

ンを利用してください｡ また､ 学外で読みたい本が思

い浮かんだ時には､ スマートフォン等を利用して､ 本

学の図書館 (
���
�����������������) にアクセスしてく

ださい｡

最初の画面で ｢情報検索｣ ボタンをクリックし､ 次

画面の ｢検索キーワード｣ に ｢本屋｣ と書き込むと､

『本屋さんで本当にあった心温まる物語�川上徹也著』

などの本が図書館に所蔵されていることが分かります｡

この本には､ 本屋さんで起こった実際のエピソードが

��編収録されています｡ スキマ時間に図書館で一編

ずつ読むこともできます｡ また､ 一気に読みたければ､

本の貸し出しを予約することもできます｡ ぜひ一度､

情報検索を試してください｡

学生選書

図書館では､ ｢学生選書｣ という企画を実施してい

ます｡ この企画は､ 学生の皆さんが自らの目線で図書

を選定することによって読書推進を図り､ 本に対する

愛着を深めることを目的としています｡ この企画では､

自分だけでなく他の学生にとっても ｢読みたい！｣ と

思える本を選び､ 推薦理由を付けて､ 学生選書図書コー

ナーに配置することになっています｡

本年度第�回 (通算第�回) ｢学生選書｣ は�月�

日～��日に行いました｡ 本年度から､ 学内ブックセン

ターでの選書だけでなく､

｢インターネット選書｣ を併

用することにしました｡ 参加

した学生からは､ ｢自分の都

合の良い時間に自宅でできる

のは､ とても良かったです｣

とのコメントもいただきまし

たので､ 今後ともこの方式を

継続させていく予定です｡ 秋

には本年度�回目を実施しま

すので､ 新入生の皆さんもぜ

ひ参加してください｡
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外国語学習

図書館では､ �階の��利用室をリニューアルし､

この部屋を共同学習スペースとして､ 学生の外国語学

習に役立てるために提供しています｡ 現在､ 多読リー

ダーズの蔵書数を増やすとともに､ タブレット端末で

電子媒体資料を多読・多聴できるように整備し､ それ

ら機器・機材の貸し出しも行っています｡

このような中､ �月�日には�年次生有志によって

第�回�����	
��
�����(楽しみながらできる簡単な

英語のアクティビティ)という催しが行われ､ 同時に､

英語担当教員のスミス先生による ｢多読・多聴の学習

法｣ に関する説明会が開催されました｡ スミス先生の

お話では､ ｢今後､ 多読に関しては月�回ほどブック

クラブとして情報交換する機会を持ちたいと思ってい

ます｡ また､ 英語を使って活動する時間も設けて､ 英

語で話すことに慣れていってもらいたいと思います｡

幸い�年次生で､ すでにこのような活動をしていたグ

ループがいます｡ 初めに少しお手伝いしてもらい学生

主体でこの活動を続けてもらえればと思っています｡｣

とのことです｡ 新入生の皆さんも参加してみませんか｡

この部屋のドアを一度ノックするだけで､ �年後には皆

さんの英語力に大きな変化をもたらすことと思います｡

最後に､ 昨年度下半期より図書館施設内に情報部門

の職員が常駐しています｡ 気軽に��関係の質問がで

きる環境になりましたので､ 学生の皆さんは､ 分から

ないことなどがあれば､ 遠慮なく図書・情報課に立ち

寄ってください｡
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�����テストには､ ｢公開テスト｣ と ｢��テスト｣

という�種類の受験制度があります｡ 公開テストの

方は､ 主催者側の国際ビジネスコミュニケーション

協会 (����) が試験日と試験会場を決めており､ 現

在､ 年��回実施されています｡ 書店や公式サイトを

利用して､ 個人で申し込むことができます｡ そし

て､ 受験者が登録した住所の付近でテストを受ける

ことになります｡ 一方､ ��テストは､ ��	���
������

������� (団体特別受験制度) のことで､ 大学や企

業で実施されます｡ 会場は､ その実施団体が決める

ので､ 通常､ 自分が働く会社か通っている大学など

になります｡ 試験内容や時間は､ 公開テストと同じ

です｡ なお､ ����に確認しましたが､ ��テストの

スコアも就職等で十分使えるそうです｡

本学では､ 平成��年度後期から�������テスト

を定期的に実施しています｡ 平成��年度と��年度は

育友会の援助を受け､ 学生は約半額の負担で受験で

きることができました｡ ポスターを掲示し､ 授業で

チラシを配り､ さらにメールで周知するなどの工夫

をしたのですが､ テストの存在すら知らない学生も

多く､ 受験者数も少なかったです｡ しかし､ 昨年度

からは､ 大学が受験料とスコア送料を負担すること

になりました｡ そして､ 申込み方法もポータルサイ

トからアンケートに答える方法に変わり､ 受験者数

も増加しています｡ それとともに認知度が上がり､

学生からの問い合わせも多くなりました｡

毎年､ 前期に�回､ 後期に�回､ 大学の行事とで

きるだけ重ならないように実施しています｡ 毎日適

切に学習すれば､ �年間でスコアを���点アップさ

せることも夢ではありま

せん｡ できれば､ 半年に

�回､ 最低でも �年に �

回受験して､ 英語の力を

伸ばしていってください｡

試験日 受験者数
��������� ���

��������	 
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標記のタイトルでの寄稿依頼が
あった｡ ｢最近の学生は！｣ とい
うとお年寄りの決まり文句のよう
だが､ 実際私も来年の�月に満��

歳となり､ �月に定年を迎える､
れっきとした年寄りである｡ 依頼
に沿って､ 私の学生時代のことを
紹介してみる｡ 本学に入学したの

は昭和��年の�月であった｡ 私の生まれた学年は所謂
｢団塊の世代｣ のピークの年の�年後である｡ これだ
け聞くと､ �年前の��年の入試が最も過酷であったと
思うかも知れないが､ 事実は異なる｡ ��年の入試では､
大学を目指した多くの ｢団塊の世代｣ の学生が全国の
大学入学定員が増員されないままの狭き門の前に玉砕
した｡ その大勢の浪人生と我々新卒生を合計すると､
実質はこの��年の受験生がもっとも多い計算になる｡
本学の入試でも競争率は��倍を遙かに超えていたはず
である (定員の数だけ正規合格者を出していた)｡ 記
憶が定かではないが､ 私は入学者の中では最も入試の
成績が良かったようである｡ 新入生の答辞らしきもの
を頼まれた記憶がうっすらとある｡ 目立つことが苦手
であったので､ 辞退したように思う｡ ところが､ 最初
の授業で担当の先生から他の�人とともに突然名前を
呼ばれ､ 起立するように言われた｡ その先生曰く､
｢皆さん､ この人たちの顔をよーく見て､ 覚えなさい｡
この学生たちは入試の成績が良かったのでクラスの委
員長になってもらいます｡｣ ということで､ Ａクラス
の委員長になってしまった｡ この先生は大変ユニーク
な方で､ お顔に大きなホクロがあったので､ プンクト
という愛称で呼ばれていた｡ プンクト (�����) はド
イツ語で“点”のことである｡ ちなみに､ ドイツ語で
ゲルベ (��	
�) が“黄色”であることも我々の世代
は皆知っている｡ なぜなら､ 松原学舎校門の前に ｢ゲ
ルベ｣ という名の真っ黄色の壁の喫茶店があったから
である｡
入学後､ 大学に近いアパート (中瀬下宿) の�階に
住むことになった｡ �畳半で家賃は�千円であった｡
�月は新入生歓迎の集まりが何回も開かれた｡ 私の下
宿でも､ 入学後すぐに新入生歓迎会が､ また翌週には
同じ下宿の�階の歓迎会が開かれ､ その翌々週には�

階の歓迎会に呼ばれたりと､ とにかく多忙であった｡
歓迎会のあとは､ 毎回､ 先輩に連れられて､ 近くの下
宿への挨拶回り｡ 極めつけは､ 何といっても､ 女子寮
への挨拶であった｡ と言っても､ 男子禁制であるので､
女子寮の塀のところで､ 塀の上に立ち､ 番号と名前を
大声で叫ぶのだが､ 人気のある学生だと女子寮の部屋
の明かりがいくつか灯り､ 人気の程度が分かるという
ものであった｡ 私の友人のときに多くの部屋の電気が
明々とつき､ 羨ましく思ったことを今でも覚えている｡

現在と違い､ 当時は､ 学友会の主催する学年大会や学
生大会が頻繁に行われていた｡ 先輩に誘われ､ 学生大
会には無理やり出席させられた｡ 大学の問題点なども
真剣に議論していた｡ 学友会の執行部の意見もある程
度大学の運営に反映されていたようである｡ 入学当初
あった､ 出席制度､ 卒業試験も学生の反対意見もあり､
翌年には廃止された｡ ただ､ これが我々学生たちにとっ
て良かったかどうかは甚だ疑問である｡
大薬祭は私の時代も行われていた｡ 私は立場上､ 体
育祭で行われる催し物の企画をする羽目になり､“人
類の歴史”をテーマにした仮装行列を行った｡ 無事任
務を遂行できたのはクラスメイトの協力のお蔭であり､
今でも感謝している｡ その当時の体育祭は､ 学年対抗
で色々な競技が行われており､ 我々が�年生の時は
“河内の町長の物まね”等を披露した�年生が総合優
勝した｡ 一方､ 文化祭では有名人による講演会のほか､
大物の歌手等による演奏会が行われた｡ 演奏会は大阪
市内の立派なホールで開かれ､ 他大学の人や一般の人
も含め､ 大勢の来場客で賑わった｡ 記憶に残っている
タレントとして､ 加藤登紀子､ 渡辺貞夫 (ジャズ)､
桂 小文枝 (後の�代目文枝)､ デュークエイセス､ 等｡
�年生のころ､ ある先生の ｢全大薬生に訴う！｣ の
チラシが発端となり､ 学園紛争が勃発した｡ 大学はロッ
クアウトされ､ 学生たちは学内に入れない状況が続い
た｡ 我々学生は､ 松原市のイズミヤの駐車場の広場に
集まり､ 抗議の集会等をしていた｡ このような異常な
状況が収まり､ まともに講義が受けられるようになる
にはかなりの期間を要した｡ 私は､ 出席制度が廃止さ
れていたこともあり､ �年生まで必ずしも真面目な学
生とは言えなかったが､ �年生から､ 学生らしい生活
がしたくなり､ 朝の授業から出席することを心掛けた｡
高見ノ里駅を	時前に降車して､ 真面目な女子学生た
ちと世間話をしながら､ 大学に向かう��分間は､ 私に
とって ｢本来の大学生活｣ の象徴のように感じられた｡
授業も一番前で聴いていると､ 講義内容も理解し易い
し､ 重要な点も分かるので､ 試験に出る箇所も推測で
きるようになった｡ 当然､ 試験の結果も良くなっていっ
た｡ �年生の��月には､ 物理化学教室 (故井上正敏先
生) に特研生として入っていた｡ その頃は先生の許可
をもらえば自由に研究室に入ることができた｡ �年に
なって私の成績は見違えるように良くなっていた｡ そ
れを井上先生が見ていて､ ｢私が優秀であるかのよう
に｣ 勘違いしたことで､ 私は今の道に進むようになる｡
私の学生時代は､ やんちゃな学生が多かった｡ 今は少
し小ぶりになってきたような気がして､ さみしく感じる｡
学生の力は強力であり､ 大学の運営に影響を与え
るだけのポテンシャルをもっている｡ 本学は学生の大
学であることを､ 学友会を中心として考える機会があっ
てもよいのでは､ と思う｡
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この度は､ 平成0�年度大阪薬科大学研究振興基金助
成のご援助を賜り､ 厚く御礼申し上げます｡ 今回助成
を頂いた研究論文は､ 錐体外路系副作用の発現に関し
て､ 統合失調症と気分障害の治療で繁用される抗精神
病薬と抗うつ薬の相互作用を検討したもので､ ｢�� 
!�
作動薬が後シナプス�� 
!�受容体を介して抗うつ薬
による錐体外路障害の増強を改善する｣ ことを明らか
にしました｡ 以下に､ その概要を説明させて頂きます｡
錐体外路障害とは､ 抗精神病薬 (線条体ドパミン
30受容体の遮断) の副作用やパーキンソン病 (黒質―
線条体ドパミン神経系の変性) の中核症状として発現
する不随意運動障害であり､ 主な症状には無動､ 筋固
縮､ 振戦､ 姿勢反射障害があります｡ 近年､ これら錐
体外路障害の発現調節にセロトニン (�� 
) 神経系
が重要な役割を担っていることが注目されています
(図!)｡
一方､ 抗精神病薬は統合失調症の治療に広く用いら
れてきましたが､ 最近では新たな臨床応用として､ う
つ病や双極性障害といった気分障害の治療にも使用さ
れるようになり､ 抗精神病薬と抗うつ薬が併用される
機会が増加してきました｡ しかし､ これら薬剤併用の
錐体外路系副作用発現に及ぼす影響については十分な
評価がなされていませんでした｡
そこで私たちは､ 気分障害治療薬と抗精神病薬の併
用による錐体外路障害の発
現変化について評価しまし
た｡ その結果､ ①�� 
再
取り込み阻害薬のフルオキ
セチンやパロキセチンが､
低用量のハロペリドールに
よる錐体外路障害を顕著に
増強すること､ 一方､ ②四
環系抗うつ薬でありα0遮
断作用を有するミアンセリ
ンやミルタザピンは､ 高用
量のハロペリドールによる

障害を有意に改善すること､ また､ ③気分安定薬のリ
チウムやバルプロ酸は影響しないことを見出しました
((��
�)����$�'���$�������"�*��"�(�'������'�2.-
0�0�0�/�01!0) (図!)｡ 今回は､ �� 
!�受容体の刺
激が抗うつ薬による錐体外路障害の増強効果を改善で
きるかどうか､ さらに､ �� 
!�作動薬の脳内作用メ
カニズムについて検討しました｡
実験動物としては���系雄性マウスあるいは�3系
雄性ラットを用い､ 錐体外路障害の指標であるブラジ
キネジア (動作緩慢) あるいはカタレプシー (無動)
の発現を評価しました｡ 初めに､ フルオキセチンによ
る錐体外路障害の増強に対して､ �� 
!�作動薬.�� �
3(�
を全身投与した結果､ 錐体外路障害は用量依存
的に改善されました｡ さらに､ 選択的�� 
!�拮抗薬
4���!11!2�の併用により､ この改善作用は有意に拮
抗されたことから､ �� 
!�受容体の活性化によって､
フルオキセチンによる障害増強作用は改善されること
が明らかとなりました｡
次いで､ �� 
!�受容体の脳内作用部位を明らかに

する目的で､ 動物の脳内に.�� �3(�
を微量局所投
与し､ どの脳部位が障害改善に関与しているかを調べ
ました｡ 脳部位としては､ 錐体外路障害の制御中枢で
ある背外側線条体､ 大脳皮質運動野 (後シナプス性)､
�� 
神経の起始核である内側縫線核 (前シナプス性)
の計2ヶ所について評価しました｡ その結果､ �� 

神経系を介した障害増強に対して､ 背外側線条体およ
び大脳皮質運動野へ注入した場合､ 顕著な改善作用が
認められました (図0)｡ 一方で､ 内側縫線核への注
入ではほぼ影響が認められませんでした｡
以上の本研究結果より､ フルオキセチンは単独では
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図１ 臨床における抗うつ薬と抗精神病薬
の併用治療と錐体外路障害の発現変化

図２ 錐体外路障害の増強作用に対する
5-HT1A 受容体の脳内作用メカニズム
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作用を示さないものの､ 抗精神病薬による錐体外路障
害を相乗的に増強すること､ さらに､ この����神経
系を介した障害増強作用は､ 線条体あるいは大脳皮質
に存在する後シナプス性������受容体の活性化によ
り改善することが明らかとなりました (図�)｡ 現在､

������作動薬は抗不安・抗うつ薬として臨床で使用
されており､ 新たに開発中の薬剤も知られています｡
今後､ 気分障害の薬剤併用治療において､ ������
作動薬を用いることにより錐体外路系副作用の軽減回
避が期待されると考えられます｡

■ �������	 
� �� ��

この度､ 平成��年度大阪薬科大学研究振興基金助成
を受けましたので､ 対象研究論文の概要を報告致しま
す｡
【緒言】
胃粘膜は粘膜防御因子の一つである粘液により保護
されている｡ 粘液細胞から分泌された粘液は胃粘膜表
面にゲル層を形成して防御機構の最前線で重要な役割
を担っている｡ この粘液の供給量 (分泌量) が減少す
ると胃粘膜障害発生につながると推察される｡ 粘液の
主たる構成成分であるムチンは分子量	
���万以上の
高分子糖蛋白質で､ 小胞体で合成され細胞内顆粒に蓄
えられ､ 様々な刺激に反応して細胞外へ開口放出によ
り分泌される｡ この開口放出現象を生きた細胞の反応
として直接観察することが可能となり､ ムチン分泌の
メカニズムを解明する一連の研究を続けてきた｡
粘液細胞からの主なムチン分泌メカニズムとして､
アセチルコリン (��
) 刺激を介した細胞内���＋濃度
の上昇によって活性化される���＋調節性開口放出が
ある｡ この���＋調節性開口放出は､ 一過性の高頻度
放出 (初期相) と､ それに続く持続性低頻度放出 (遅
発相) の二層性反応からなり､ ��
刺激濃度が低下
すると初期相開口放出頻度も減少する｡ 一方､ ����
は持続性低頻度開口放出を引き起こすと共に､ ���＋調
節性開口放出を増強する｡ これらの反応は種々の細胞
内シグナルにより調節されている｡ 細胞内シグナルの
一つである ����は ���������������として働き､
���＋調節性開口放出の初期相を増強する｡ この増強し
た初期相はプロテインキナーゼ�(���) 阻害剤によっ
て消失したが､ 逆に､ ���阻害剤は遅発相において
一過性の増強を引き起こした｡ 本研究では､ ���阻
害剤による���＋調節性開口放出の遅発相における一
過性の増強メカニズムについて検討した｡
【実験方法】
�������系雄性モルモットの胃幽門部から粘膜を剥
離し､ ���％コラゲナーゼ処理により遊離腺細胞を得
た｡ 粘液細胞の開口放出は､ 遊離腺を灌流チャンバー
に装着し､ ビデオ強調型コントラスト装置を接続した
正立型微分干渉顕微鏡を用いビデオ画像として記録し
た｡ 開口放出現象は､  ～	細胞について �秒間の開
口放出を数え､ �細胞当たりの開口放出頻度として表
現した｡ ホスホジエステラーゼ (�!")�の発現及び
局在はウエスタンブロット法及び免疫組織化学法にて
行った｡
【結果及び考察】
���阻害剤による遅発相における一過性の開口放
出頻度の増強は､ プロテインキナーゼ� (���) 阻害

剤により消失し､ �!"�阻害剤により���阻害剤と
同様の遅発相における一過性増強が再現された｡ さら
に胃幽門腺粘液細胞には�!"��が発現し､ 細胞質に
局在していた｡ また少量 (�μ�) の ��
刺激は
����含量を増加させ､ ���阻害剤及び�!"�阻害剤
は����含量を増加させた｡ これらの結果から､ ���
阻害剤による���＋調節性開口放出の遅発相における
一過性の増強は､ ���阻害剤が �!"��を抑制し､
����の集積によって引き起こされることが明らかと
なった｡
今回の研究では､ ��
(�μ�) 刺激により����
が集積され､ その����が�!"�を活性化することで
����の�#���への分解反応を促進し､ その結果とし
て����に誘発される過度な粘液分泌を防いでいる
ことが示唆された (図�)｡

結論として､ 胃幽門腺粘液細胞において､ ���阻
害剤は�!"�を阻害し､ ����の分解を抑制すること
により����の集積を引き起こす｡ この����の集
積が､ ���＋調節性開口放出の遅発相において一過性の
増強を引き起こしたと考えられた｡
睡眠時には��
刺激濃度が低下して���＋調節性開

口放出頻度も減少しているが､ このような状態では
����による�!"�を介した����集積が抑制されて､
����刺激による過度な開口放出増強効果も抑えられ
る｡ その結果として､ 睡眠時では低頻度の持続的な粘
液分泌が維持され､ 胃粘膜防御に重要な役割を演じて
いると推察された｡

論文：����$�%
����&����'�
'('���'����������(�))�
���*������+������'�'��*'���,'��������*��*������&

�������*�*���'��-'��!"��'�
'('�'���./01023456780
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�������	

大阪薬科大学報 No.�
(����)��

図１ 胃幽門腺粘液細胞における粘液開口放出の調節機構



�年次生で長期実務実習を履修するためには､ 薬学
共用試験センターが開催する薬学共用試験に合格する
ことによって､ 基礎的知識や技能・態度が一定の基準
に達していることが保証されなければなりません｡ 薬
学共用試験には基礎的知識を評価する���と技能・
態度を評価する����の二つの試験があります｡ ���
では､ 薬学教育モデル･コアカリキュラムに準拠して
出題された五者択一問題���問がゾーン�～�の�ゾー
ン (各ゾーン�時間ずつ) に分けられ､ 受験者はパソ
コンを用いて解答していきます｡ ���問以上の正解
(��％以上の正答率) で合格となります｡
平成��年度は､ �月�	日と��日に���体験受験､

��月��日と��日に���本試験､ 平成��年�月��日に
���再試験が､ 本学の�棟コンピューター演習室と
自習室において行われました｡ 本試験では欠席者�名
を除き､ 薬学科
年次生��	名と研究生�名の合計���
名が受験しました｡ その結果､ ��	名が合格し､ ��名
が不合格という結果でした｡ 不合格者は､ 再試験を受
験しましたが､ 残念ながら最終的には	名 (欠席者を
含む) が不合格となりました｡ 昨年度の���では�
名 (欠席者を含む) の不合格者､ それ以前は本試験で
全員合格していたことを考えると､ 年々悪化傾向にあ
り､ 最近�年間の本学の���平均値は全国平均値よ
り低くなっています｡ ���は､ 
年間に積み上げてき
た薬学の基礎的知識が身についているか確認する試験
なので､ 特別な対策は本来必要ありません｡ しかし､

出題上の制限 (�択問題であること､ 出題の���が�
つに限られていること､ 正答率が��％程度であること､
平均解答時間が�分以内であり､ 長文を避けることな
ど) のため､ ���に出題される問題はかなり限定さ
れます｡ したがって､ 模擬試験問題や���予想問題
をできる限り多く解くような勉強方法が､ ���には
非常に有効です｡ このような観点から､ 本学では､ 本
年度から���対策と国家試験対策用に薬学教育支援
システム (モバイル版) が導入され､ 通学時などいつ
でもどこでもスマートフォンやタブレット端末を用い
て自習することが可能となる予定です｡ これらを有効
活用することによりここ数年の悪化傾向に歯止めがか
かることを期待しています｡ 薬剤師国家試験が年々難
しくなっていることを考えると､ ���に合格した�
年次生も､ 時々は���問題に取り組んで､ ���レベ
ルの知識を忘れないようにしておく必要があります｡
短期間詰め込みの短期記憶ではなく､ 普段からコツコ
ツと積み重ねる長期記憶となるよう努力してください｡
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平成��年度薬学共用試験����(����	
����

�	
�
��

�����	���������
���) の実施に際しましては､ 多大な

るご協力を賜り心より御礼申し上げます｡ 甚だ簡単で

はございますが､ 実施状況を報告いたします｡

表�には本試験､ 表�には再試験の実施概要につい

てまとめました｡ 本試験において､ 学生は�つの領域

から合計�つの課題 (表�最下欄参照) を受験しまし

た (各課題の試験実施時間は�分で移動時間等を含め

ると�分)｡ 学生の試技は､ 各レーンにつき�名の評

価者が担当し､ 定められた評価表にもとづき評価 (細

目評価と概略評価) を行いました (同時に受験する��

名の学生に対し､ ��名の評価者が評価)｡ また､ �課

題のうち､ ｢薬局での患者応対｣ および ｢病棟での服

薬指導｣ については､ それぞれ模擬患者 (��) が必

要であり､ 本学��会､ 神戸��研究会､ 本学教職員

の方々にご協力いただきました｡

����終了後 (本試験､ 再試験ともに)､ 当日来校

されたモニターから､ ｢問題なく実施された｣ との総

括をいただき､ 無事終了いたしました｡ 各ステーショ

ン責任者の先生方等からいただきましたご提示の内容

も含め､ 今年度の����に反映させていただきたく

存じます｡

����の結果については表	に示しますが､ 受験生

		�名のうち､ 			名が本試験にて､ �名が再試験にて

合格となりました｡

今年度もどうぞよろしくご協力賜りますようお願い

申し上げます｡

�������	
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本学の臨床薬学教育カリキュラムでは�年次に臨床
導入実習､ 薬学総合演習を行った後､ 薬学共用試験
(����､ ���)を受けます｡ その後�年次に､ 病院及
び薬局の各々�ヶ月半に及ぶ実務実習を受けることに
なります｡ そして共用試験に合格すると医療の現場で
ある病院及び薬局における実務実習が可能になります｡
実務実習は従来の 『見学型実習』 ではなく 『参加型実
習』 であるため､ 共用試験に合格することは､ 資格
(薬剤師免許)のない薬学生が調剤の実習をするための
重要なステップです｡ そして病院及び薬局ではそれぞ
れに知識､ 技能､ 態度について評価されます｡ 平成��

年度は共用試験に合格した�年次生薬学科���名と大
学院生・研究生��名が､ 病院及び薬局での実務実習を
終了しました (表�)｡ また､ 実習の終了したのち平
成��年�月�日(土)に新�年次生､ 新�年次生を対象
に報告会を開催するとともに､ 当日午後からは新�年
次生を対象に白衣授与式を開催しました｡ 報告会は実
務実習に参加した新�年次生には実習全般にわたる総
括をすることと､ 新�年次生へ向けて心構えを伝達す
る意味が込められています｡ また､ 白衣授与式は医療
人の心を大切にしてほしいとの気持ちを込めて､ 藤田
芳一学長より白衣が授与されました｡ 平成��年度に
おいても第Ⅲ期に､ インフルエンザ等により病休する
学生が多くみられました｡ 医療機関での実習は感染の
機会が増大しますので､ しっかりと予防対策を行う必
要があります｡ また､ 感染症ではありませんが毎年心
身の体調不良により､ 長期間実習を中断する事例が発
生しています｡ 今年度も実習の延長や補習を予定して
いる事例があります｡ 実務実習は長期間になりますの
で､ 心身の体調管理が大きな課題です｡
平成��年度までは�年次前期に必修科目があったた
め､ Ⅱ期､ Ⅲ期だけの実習でしたが､ 平成��年度より､
カリキュラムの変更が行われ�期制Ⅰ期､ Ⅱ期､ Ⅲ期
と一部の病院では�期制Ⅰ期､ Ⅱ期､ Ⅲ期､ Ⅳ期の多
様な時期の実習選択が可能となりました｡ 今後は､ こ

の体制で全期間の実習が可能となります｡ しかし､ 時
期や実習場所の選択は最終的には近畿地区調整機構
(正確には病院・薬局実務実習近畿地区調整機構：薬
剤師会､ 病院薬剤師会､ 大学の代表者で構成)で決定
されるため､ 学生個々の希望や実習先の指定は原則で
きません｡ 本学では毎年�～�月頃に当該学生にアン
ケート調査を行い､ できるだけ学生の希望に沿うよう
に大学内で一度調整を行ってから､ 調整機構に大学の
希望案を送ります｡ そして､ 最終的には各大学間の調
整や受け入れ施設の意向も考慮されて決定されるため､
希望の時期や施設で実習できるとは限りません｡ その
点は了承をお願いします｡ また､ 平成��年度からは近
畿地区以外の地域での ｢ふるさと実習｣ も実施しまし
た｡ 北陸､ 東海､ 中国・四国､ 九州の調整機構を経由
して､ ��県の病院��施設､ 薬局�	施設で実習が実施さ
れました (表�)｡ 初めての全面的な ｢ふるさと実習｣
でしたが､ 実習施設での実習生の評価も高く､ 順調に
終了しました｡ ただ､ 故郷での実習場所や時期の調整
は､ その地区の調整機構に委ねることになりますので､
受け入れてもらえない場合もあります｡
従来は期間の途中に ｢登校日｣ を設けていましたが､
日程の設定が難しいため､ なくしました｡ 実務実習に
おいては､ これを円滑に行うために､ 担当の教員が実
習施設を訪問して､ 指導薬剤師と学生に面談する機会
を設けています｡ 実習施設の希望で訪問回数が減る場
合もありますが､ 原則実習期間中に�回訪問して､ 実
習が支障なく行われるように､ 支援する体制をとって
います｡ また､ ほとんどの施設では実習記録システム
として､ �	
を利用した富士ゼロックスシステムが
採用されていますので､ このシステムを利用して簡単
に担当教員との連絡が可能です｡ 訪問時や記録システ
ム､ または電話連絡も可能ですので､ 実習時のいろい
ろな問題も安心して気軽に相談してください｡ また､
昨年�月より事務部門に臨床教育支援課が誕生して､
事務的にもより一層の充実が図られています｡
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実務実習は長期間医療の現
場で実習するため､ ストレス
も多いと思われます｡ 体調管
理をしっかりして､ また､ 医
療機関で働く上での倫理観を
持って､ 気持ちをしっかりし
て臨むことが大切です｡ 担当
特任教授と所属の特研教員が
しっかりフォローしますので､
何でも相談してください｡ 実
習が終了すると報告書提出と
実習に関するアンケート調査
を行います｡ アンケートには
無記名で自由に実習に関する
意見を記載してもらいます｡
いつも多数の意見が記載され
ますので到底すべては載せら
れませんが､ 以下には今回多
かった内容を中心に列挙しま
すので､ 参考にしてください｡

��������	
��

(平成��年度アンケートより抜粋) ＊カッコ内は人数

�������	
�
�
�����

・医療チーム (���､ ���､ 緩和､ ��等) への参加 (��)
・分かりやすく丁寧な指導 (��)
・病棟業務の参加 (��)
・服薬指導 (��)
・手術室等他部署の見学 (��)
・新薬 (�	による) 等の勉強会 (��)
・抗がん剤の調製 (��)
・卸 (物流センター､ 支店) の見学 (�)
・系列病院への見学 (�)
・介護施設の見学 (�)

�������	
�
�
�����

・調剤室にいる時間が長かった (病棟業務が少ない) こと (	)
・実習先が忙しすぎる (�)
・指導内容が薬剤師ごとにばらつきがある (
)
・カンファレンスなどで専門用語が多く分からない事があった
ため (�)
・ラウンド時に､ 薬剤師としての意見を発言する場が少ないと
感じた (�)
・実習生が自由に使える椅子や机がなく常に居場所がなかった
こと (�)
・実習生同士を比較すること､ また過去の実習生とも比べられ
た (�)

�������	
�
�
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・卸の見学 (メディセオ､ 
�
､ アルフレッサなど) (�	)
・学校薬剤師の業務 (プール検査､ ダニ検査､ たばこの授業な
ど) (�
)
・服薬指導 (��)
・分かりやすく丁寧な指導 (
�)
・在宅医療 (
�)
・新薬の(�	による) 勉強会 (��)
・調剤 (計数調剤､ 軟膏や一包化など) 業務 (��)

・系列店が複数あり､ 様々な体験をすることができた (交換実
習､ 集合研修など) (��)
・���販売・研修 (��)
・生薬､ 漢方 (�)
・患者さんに ｢頑張ってね｣ と声をかけられたときや感謝され
たとき (	)
・地域ケア会議､ 健康展 (�)
・処方解析をたくさんできた (�)

�������	
�
�
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・学生に対しての指導内容不足 (��)
・交通費の自己負担 (８)
・一日中ピッキングや一包化ばかり (７)
・服薬指導があまりできなかった (�)
・指導薬剤師が患者の悪口や処方内容について面倒くさいと言っ
ていたとき (
)
・薬剤師会の補講 (行くのも大変) (
)
・処方箋枚数が少なかった (�)
・忙しいと放置されてしまい自分が邪魔になっている感があっ
た (�)
・うつ病の人たちへの服薬指導 (�)
・���が置いていない (�)
・あまりにも店舗が小さく狭い世界で働いているような気がし
た｡ 狭くて苦しかった (�)

�����������
 !"
#$���%���

・一般名と商品名を一致させること (��)
・薬理の知識 (��)
・薬についての知識 (��)
・病態についての理解が不足していた (��)
・検査値､ 検査項目についての知識が足りなかった (�)
・患者とのコミュニケーションの取り方 (
)
・アンプル､ バイアルを用いた無菌調製をもっと経験してから
実習に行きたかった (
)
・抗がん剤に対する知識 (副作用の発現時期やレジメンについ
てなど) (�)
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第��回薬剤師国家試験は､ 平成��年�月�日～�日

に実施されました｡ �年制薬学教育の卒業者にとって

�回目にあたり､ 全国の受験者数は������名､ 合格者

数は�����名､ 合格率は���	％でした｡ 例年にない非常

に厳しい合格率であり､ 受験者はもとより､ 全国の薬

科大学・薬学部の教員､ 学生をも震撼させる結果とな

りました｡ 本学からは､ �年制新卒者�	�名､ 
＋�年

制 (
年制薬科学科卒業�大学院博士 (前期) 課程修

了) 学生��名､ その他既卒者��名の総計���名が受験

しました｡

はじめに､ 本学学生の皆さんに薬剤師国家試験の実

施概要を理解､ 再認識して頂くため､ 表�に問題構成

(問題数､ 科目区分) と合格基準点 (赤字) を示しま

す｡ 主なポイントは以下の通りです｡

(�) 問題総数は�
�問で出題されます｡

(�) 問題は必須問題��問と一般問題���問に区分され､

一般問題はさらに理論問題���問と実践問題���問

に分けられます｡

(�) 問題科目は､ ｢物理・化学・生物｣ (��問)､ ｢衛生｣

(
�問)､ ｢薬理｣ (
�問)､ ｢薬剤｣ (
�問)､ ｢病態・

薬物治療｣ (
�問)､ ｢法規・制度・倫理｣ (��問)､

｢実務｣ (��問) の�科目です｡ このうち､ ｢実務｣

を除く�科目は､ それぞれ必須問題､ 理論問題お

よび実践問題 (実務との複合問題) として出題さ

れます (問題数の構成は表�に示す通り)｡ ｢実務｣

は上記の複合問題以外に､ 必須問題 (��問) およ

び実践問題 (��問) として出題されます｡

(
) 合格基準は全問題配点の��％以上であり､ ���問

以上を正解する必要があります｡ さらに､ 各科目・

区分で最低限必要な正答率 (足切り点) が決まっ

ており､ 必須問題は全問題数の��％以上､ かつ､

各科目の��％以上､ 一般問題は各科目の��％以上

となっています｡

次に､ 第��回薬剤師国家試験結果について概要を紹

介します｡ 全国��大学の合格率は�年制新卒者で����

％､ 総数 (�年制新卒者＋既卒者＋その他) で���	％

でした (表�)｡ このうち､ 私立大学 (��大学) の合

格率は�年制新卒者で����％､ 総数で����％､ 国公立

大学 (��大学) の合格率は�年制新卒者で	���％､ 総

数で����％でした｡ このように､ 昨年と同様､ 私立大

学に比べ国公立大学が高い合格率を示しました｡

一方､ 本学の合格率は､ �年制新卒者で	���％ (全

国�	位；私立大学�位) でした (表�)｡ また､ 
＋�

年制学生が全員合格を果たしたことから､ 総数では

	���％ (全国�位；私立大学�位) の合格率でありま

した｡ これは�年制新卒者､ 総数ともに全国平均およ

び私立大学の平均合格率を大きく上回っており､ �年

制新卒者の合格率も国公立大学レベルの健闘ぶりでし

た｡ 今回の結果は､ 受験者皆さんの粘り強い頑張りと､

本学教員の指導が実を結んだ結果によるものであり､

受験者皆さんのご健闘に改めて敬意を表するとともに､

ご尽力頂いた先生方に心より御礼を申し上げる次第で

す｡ しかし同時に､ �年制新卒者のうち��名もの方が

不合格となってしまったことは､ やはり遺憾に堪えま

��������	
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せん｡ 国家試験対策委員長として､ 申し

訳なく存じております｡

第��回薬剤師国家試験では､ 難易度も

上がり､ 出題の傾向も大きく変わりまし

た｡ 図�に､ �年制薬学教育になってか

らの薬剤師国家試験の合格率の推移を示

します｡ �年制から�年制へ移行した第

��回国家試験から､ 合格率は著しく低下

していることが分かります｡ 平均合格率

が����％という点では､ 医師や看護師を

はじめとする他の医療系国家試験と比較

しても難易度が高く､ まさに ｢質の高い

薬剤師｣ が求められているということが

伺えます｡

国家試験問題の傾向としては､ ①グラ

フや計算を多用し ｢基礎学力を要求する

問題｣ や ｢考えさせる問題｣ が多くなり､

②病院・薬局での実務実習で学習した

｢新しい医薬品に関する問題｣ や ｢実践

能力を問う問題｣ が増えてきました｡ 科

目としては､ ③ ｢物理・化学・生物｣ な

どの基礎薬学や､ ｢病態・薬物治療｣ に

関する問題の難化が目立ちました｡ もは

や､ 過去問題や演習問題の解答を丸暗記

するような､ 表面的な学習は通用しなく

なったということです｡ 来年度の第���

回薬剤師国家試験ではさらに難易度が上

昇すると予測されており､ 是非､ 在学生

の皆さんには ｢緊張感｣､ ｢危機感｣ を持っ

て､ 悔いのないよう､ 全力で国家試験に臨んでほしい

と思います｡ また､ 実務実習での経験､ 学んだことが

国家試験に出題される傾向が鮮明ですので､ 病院・薬

局実習に対しても真剣に取り組み､ 学習したことを忘

れないで､ 受験対策に活かして欲しいと思います｡

平成	�年度の薬剤師国家試験対策としては､ 全国上

位の�年制新卒者合格率を獲得することを目標に､ 有

能な薬剤師を一人でも多く輩出できるよう､ 全力で取

り組んでまいりたいと思います｡ 具体的な方針は､ 以

下の通りです｡

(�) 本学教員全員で､ �年間の薬学専門教科を集中的

に再講義します｡ また､ 外部講師による補強授業

を組み入れます｡

(	) 国家試験形式 (
��問､ 	日間) の試験演習 (薬

学総合試験) を定期的 (�回) に実施します｡

(
) 学習到達度別にクラス編成し､ 下位クラスには補

強授業を行います｡

(�) 授業の出欠､ 授業態度は厳しく評価します｡

(�) 薬学総合演習
・�は�年間の通期科目とし､ 単

位認定は後期後半に実施する	回の正規試験 (再

試験はありません) で評価し､ ｢第���回薬剤師国

家試験に合格できる学力を十分に有している｣ か

どうかを基準に､ 厳格な合否判定を行います｡

薬剤師免許は､ 自分自身が社会で活躍するための

｢職能｣ に関わる資格であり､ ｢生きる糧｣ ともなる資

格です｡ 教員に言われて受動的に学習するのではなく､

自らが計画を立て､ ｢自己管理｣､ ｢自己責任｣ のもと

で学習し､ 必ずや国家試験を勝ち抜いて頂きたいと思

います｡ 大学から提供できることは限られますが､ 薬

学総合演習
・�の講義､ 定期的な実践的試験演習､

クラス編成に応じた補強授業をフルに活用して､ ｢自

己学習｣ に励んでください｡ 本学教職員は､ 一人でも

多くの方が合格できるよう､ 一丸となってサポートし

たいと考えております｡
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昨年の第�回に続いて､ 平成��年�月��日(日)に､

同窓会と本学の共催で､ 八重洲富士屋ホテルにて､

｢第�回大阪薬科大学学術講演会��東京｣ が､ 浜岡

理事長､ 秋月事務局長などの大学関係者をはじめ､ 多

くの参加者のもと行われました｡ 本年は､ 前日からの

積雪の影響で､ 交通機関に乱れが生じ､ 出席者が昨年

より幾分減少したのが､ 少し残念でした｡ 今回の第�

回の�席目の特別講演として､ ｢超高齢化社会の医療

における薬剤師の役割｣ の演題で､ 公益社団法人東京

都薬剤師会会長の山本信夫先生 (写真､ 座長は帝京平

成大学教授 森本一洋先生､ 本学���年卒) が､ 在宅

での薬学的管理指導を実施する際の今後の課題､ ����

年に向けて目指すべき薬剤師・薬局の姿等について､

第�席目の招待講演としては､ ｢薬局漢方の歴史と展

望｣ と題して､ 日本薬科大学学長 丁宗鐵先生 (写真､

座長は日本薬科大学薬学部長 木村正幸先生､ 本学

���年卒) が､ 漢方薬を用いた薬局でのセルフメディ

ケーションの役割や漢方的な考えによるこれからの医

療等について､ 分かりやすく解説されました｡

山本先生､ 丁先生､ お二人のご講演には､ 熱い思い

が随所にそれぞれ感じられ､ 会場は熱気に満ち､ 私も

素晴らしい感動と昂揚感を得ることができ､ 大変有意

義な講演会であったと思います｡ その後に開かれまし

た懇親会も演者の先生を囲み､ 外の冷気を吹き飛ばす

ような暖かで､ 和やかな雰囲気の中､ 無事終了するこ

とができました｡

本学が主催する主な講演会としては､ 市民講座､ 公

開教育講座､ 附属薬局健康講座､ 北摂地域薬剤師交流

研修会等､ たくさんありますが､ 開催場所はいずれも

本学あるいは本学の近隣地域ばかりであり､ このよう

に東京で開かれること自体､ 大変大きな意義があると

考えています｡ �年間会場となった八重洲富士屋ホテ

ルが､ 平成��年	月	�日をもって営業を終了しました

ので､ 来年度の会場はどこになるのかなと思いつつ､

第	回講演会の開催に早くも胸を膨らませています｡

今後も多くの同窓生や関係の方々にご参加いただく

ことにより､ 本学術講演会が一層有意義で輝かしいも

のになることを大いに期待しています｡
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本学の公開教育講座は��年目に入りました｡ 去る�

月��日(土)に､ 平成��年度最初の講座を､ 通算で第��

回目として開催致しました｡ この本年度最初の講座で

は､ 臨床現場の薬剤師のスキルアップを意識して､ 薬

物動態学をテーマとした講座と致しました｡ 毎年度､

最初の講座は､ 前年度の公開教育講座委員会が企画す

ることになっております｡ おかげさまで､ 大変好評の

うちに終えることができましたことをご報告致します｡

ところで､ 臨床現場を意識したら､ なぜ薬物動態学

になるのかと不思議に思われる方もおられるかもしれ

ませんので､ 老婆心ながら説明を加えます｡ それは､

薬物動態学こそ､ 薬剤師しか関わることのない学問領

域であり､ 薬物治療を行う上で必須の知識であるから

です｡ そこで�つ目は､ 本学の宮崎誠先生に ｢薬物治

療に活かす薬物動態｣ との演題でご講演いただきまし

た｡ また�つ目は､ 慶應義塾大学の大谷壽一先生に

｢医薬品情報から薬物動態を読み解く｣ とのことでご

講演をいただきました｡ これらの講演を聞かれた薬剤

師の方々からは､ ｢薬物動態の理解向上に有用だった｣､

｢添付文書はいろいろな角度から読むものだと思った｣

等の感想をいただきました｡

さて､ 本年度の第�回目 (第��回)は､ �月�	日(土)

に開催致します｡ 場所は梅田スカイビルタワーウエス

ト��階スペース�・�で､ いつもと同じ場所です｡ 時

間も��時から��時��分といつも通りですが､ この回か

らは､ �
分の講演を�つ行うことに致しました｡ まず

は厚生労働省医薬食品局の蓮見由佳様にお越しいただ

き､ ｢最近の薬務行政について｣ との演題でお話をお

願いしております｡ 国の医療費増大の国家財政への影

響が懸念材料となってきていること等から､ 医療全体

のあり方を工夫し､ より良い方向に持っていかねばな

りません｡ そこで､ まずは国の考え方をお聞きして､

皆で考えてみる機会にしたいと思っております｡ また､

２つ目は ｢薬剤師が知っておきたい 『妊婦とくすり』｣

とのことで､ 奈良県立医科大学 産科婦人科学教室の

成瀬勝彦先生にご講演をいただきます｡ そして�つ目

は､ ｢妊婦・授乳婦におけるカウンセリング―情報収

集のための基礎知識―｣ ということで､ 同じく奈良県

立医科大学附属病院薬剤部の錦織芽久美先生にご講演

をいただきます｡ 妊婦・授乳婦への薬物治療は､ 特別

の気遣いが要求される領域です｡ 是非､ 習熟していた

だきたいと思います｡

本年度の�回目の講座は��月��日(土)に行います｡

場所や時間は同じです｡ まず�つ目は､ ｢がん疼痛治

療におけるオピオイド使用と薬剤師の役割―痛みと副

作用の症状マネジメント―｣ という演題で､ 大日本住

友製薬株式会社の細川泰博先生にお話しいただきます｡

その後､ ｢在宅緩和ケアの現状｣ との演題で､ 関本ク

リニック院長の関本雅子先生にお話いただきます｡ こ

の�演題は､ 薬剤師に期待が寄せられている在宅医療

への対応を強く意識したものです｡ そして､ �つ目の

演題は､ 本年�月��日の改正薬事法施行により薬剤師

を巡る環境が大きく変化することより､ これからの薬

剤師業務と法律をテーマに ｢薬剤師法改正が求める新

薬剤師｣ との演題で三輪亮寿法律事務所所長の三輪亮

寿先生にお話をお願い致しました｡ 既に薬剤師として

活躍しておられる皆様､ そしてこれから薬剤師になる

皆様は､ 是非知っておいていただかねばならない情報

が満載の講座ですので､ 多くの方々のご参加をお待ち

しております｡

さて､ 最後にもう一つ重要なお知らせです｡ 今年度

から､ 公開教育講座のサテライトセミナーとして､ 演

習実習方式の学習の場を設けることに致しました｡ 開

催場所は大阪薬科大学附属薬局です｡ 今年の	～��月

の第�日曜日に､ �回シリーズで行います｡ 時間は��

時から��時までです｡ 重篤副作用疾患別対応マニュア

ル等の情報の検索や､ コンピュータシミュレーション

を使用した血中薬物濃度の時間プロファイルの解析と

評価､ 副作用に関するフィジカルアセスメント等につ

いて､ グループで実践的学習をしていただこうという

企画です｡ 薬剤師の皆様の積極的なご参加をお待ちし

ております｡

今年度の公開教育講座委員は､ 島本史夫 (薬物治療

学Ⅱ研究室)､ 井尻好雄 (循環病態治療学研究室)､ 西

野隆雄 (臨床薬学実務教育研究室)､ 宮崎誠 (薬剤学

研究室)､ 松村人志 (薬物治療学研究室) が担当致し

ます｡
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『健やかな老いを求めて』

�. 食品のリスク評価の考え方

内閣府食品安全委員会 委員 山添 康

�. 花は街を育て､ 人を育てる

ながの花と緑そして人を育てる学校 校長

ながの緑育協会 事業局長 矢澤 秀成
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『安心な医療を受けるために､ お薬の情報を有効に利用しましょう！』
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『薬剤師さんに変身！－こども薬剤師体験－』

大阪薬科大学 循環病態治療学研究室 講師 加藤 隆児

大阪薬科大学 製剤設計学研究室 教授 戸塚 裕一

大阪薬科大学 臨床実践薬学教育研究室 教授(特任) 佐藤健太郎

大阪薬科大学 臨床実践薬学教育研究室 教授(特任) 金 美惠子

大阪薬科大学 三大学医工薬連環科学教育研究機構
准教授(特任) 銭田 晃一

会場：大阪薬科大学 1棟�階実習室 (予定)
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『健康寿命について考える』

大阪薬科大学 環境医療学グループ 准教授 当麻 成人
会場：クロスパル高槻(高槻市立総合市民交流セン

ター) �階 第�会議室

大阪薬科大学市民講座は､ 市民の皆様方に医薬品や

健康についての理解をより一層深めていただきたいと

の趣旨で､ 本学の特色を活かした講演活動の一環とし

て企画・開催しているものです｡ お蔭様をもちまして､

本学近隣を中心に､ 関西地域住民の方々の年間行事と

して定着し､ この度第��回を開催することができまし

た｡ これもひとえに多くの皆様方のご支援の賜と､ 関

係者一同､ 心より感謝いたしております｡

さて､ 今年度の市民講座は､ 健康に生きていくため

にどうすべきか､ 膨大な医療情報をどう利用すれば良

いかなどについてご講演をいただいております｡ この

たびの第��回は ｢健やかな老いを求めて｣ と題して､

�月��日(土)に開催いたしました｡ 当日は���名 (学

生を含む) もの方々にお越しいただきました｡ 皆が誰

しも一度は考える身近なテーマということもあり､ 講

演後には､ 多くの参加者の皆様からの質問もあり､ と

ても盛況でした｡ 熱のこもったご講演をいただきまし

た山添康先生､ 矢澤秀成先生のお二人には､ 心より御

礼申し上げます｡ また､ ｢薬用植物園の見学｣､ ｢くす

りの相談室｣ 及び ｢図書館､ 資料展示室の特別公開｣

も例年通り開催し､ 多くの皆様にご利用いただきまし

た｡ ご参加いただきました皆様､ そしてご協力いただ

きました先生方や学生の皆様に心より御礼申し上げます｡

さて､ 次回の第��回につきましては､ ｢安心な医療

を受けるために､ お薬の情報を有効に利用しましょう！｣

とし､ 高槻市の医師会､ 歯科医師会､ 薬剤師会から演

者を派遣いただき､ 膨大な ｢くすり｣ の情報をどう利

用していくことが望ましいか講演いただけるものと存

じます｡

皆様方の健康のために役立つ情報､ 知識､ 知恵を発

信して参りたいと存じますので､ この秋の本講座にも､

ふるってご参加いただけますよう､ ご案内を申し上げ

ます｡

さらに､ 本学では､ 高槻市の都市文化の振興とまち

の活性化に協力するために､ 様々な高槻市の事業に参

画しております｡ 本年度も ｢高槻市大学交流センター

事業市民講座｣ を下記のとおり開催いたします｡

いずれも､ 地元の市民の方々はもちろん､ 本学教職

員や学生､ ならびにそのご家族の皆様方のご参加をお

待ちしております｡



生薬科学研究室は�名の教員 (教授：谷口雅彦､ 准
教授：芝野真喜雄､ 助手：平田佳之) を中心に､ 客員
研究員�名､ 大学院生�名､ �年次生��名､ �年次生
��名で日々研究に励んでいます｡
研究テーマは多岐にわたり､ 学生がそれぞれのテー
マに責任を持ち研究を進めています｡ 以下に研究テー
マについて簡単に紹介します｡
�. セリ科植物についてクマリンを中心としたフェノー
ル性成分を探索し､ その構造決定と活性調査を行って
います｡ 当研究室の中国との学術交流も今年で��年に
なりますが､ 近年は､ 当研究室に留学経験がある中国
科学院江蘇省植物研究所の王年鶴教授との共同研究で､
雲南省で採集した貴重なセリ科植物を実験材料として
います｡ 最近のヒットは､ チトクロム���	､ �糖タ
ンパクに強い阻害作用を持つフラノクマリンの二量体
～四量体を単離､ 構造決定したことがあげられます｡
(学生の声：セリ科の生薬なので､ からだに香りが付
きますが､ 好きな香りです｡)
�. ジンチョウゲ科植物についてフラボノイドを中心
としたフェノール性成分を探索し､ その構造決定と活
性調査を行っています｡ クマリン成分の探索から始まっ
たジンチョウゲ科植物の研究ですが､ 非常にユニーク
な構造をしたフラボノイド二量体が数多く得られて来
ました｡ これが､ �つの実験テーマにつながった経緯
になります｡ しかし､ これらの化合物は､ 分離精製が
非常に大変です｡ このテーマにチャレンジしようとす
る学生さんを募集しています｡ (学生の声：単離精製
に大変苦労しています｡ 先生方から熱心に指導頂いて
います｡)
�. ラットやマウスを用いた活性試験では､ 大量の活
性成分が必要となります｡ そこで､ 含有植物を大量に
扱うことにより､ 活性成分の大量分取を行っています｡
現在は､ 生活習慣病に効果のあるアシタバ (セリ科)
からはカルコン類の�－ヒドロキシデリシン､ キサン
トアンゲロール､ また､ 花粉症に有効と話題になって
いるジャバラ (ミカン科) からは活性成分とされてい
るフラバノン配糖体のナリルチンなどをそれぞれ大量

に精製しています｡ 少量だと比較的簡単に精製できる
ものでも､ 大量になると一苦労です｡ そして､ 目的化
合物が急に必要な時 (外部の協同研究機関との関係で)
は､ 学生総動員で単離に協力してもらっています｡
(学生の声：毎日忙しく研究しています｡ 新しいテー
マでは､ 苦労も多いですが､ 良い結果が出せるように
努力しています｡)
�. 清熱解毒薬に分類される生薬から水可溶塩基性成
分を探索し､ その構造決定と���阻害活性､ ヒアル
ロニダーゼ阻害活性､ グリコシダーゼ阻害活性などの
調査を行っています｡ 水抽出とイオン交換樹脂による
分離精製を試みているため､ 濃縮などすべての工程に
多くの時間を有し､ 時間と根気が必要です｡ さらに､
既知のアミノ酸や糖類を多く含むフラクションであり
苦労が報われないこともしばしばですが､ 予想もしな
かった骨格の化合物に出会えることを目標に頑張って
います｡ (学生の声：一筋縄では行きませんが､ そこ
にやりがいを感じています｡)
�. 紫雲膏の真の活性成分が何であるか？ 紅参由来
のサプリメントは本当に抗がん作用があるのか？ な
ど､ 漢方薬を中心に成分などを調査しています｡ (学
生の声：身近な漢方薬がテーマで楽しいです｡ 目標と
している結果が出せるように頑張ります｡)
�. 重要生薬である甘草の国内生産に向けた基礎研究
を行っています｡ レアメタルも脱中国依存へと方向転
換されていますが､ 甘草もほとんどが中国からの輸入
のため､ レアプラントとも呼ばれ､ 私達の研究が注目
を浴びるようになりました｡ 常に色々なアイデアを出
しながら薬用植物園で実験を進めています｡ (学生の
声：カンゾウの植付け､ 分析は大変です｡ 新しい品質
評価法の開発や地上部の有効な利用法の開発もしてい
ます｡)
�. その他､ 石斛 (セッコク) やナギという木に含ま
れるナギラクトンをテーマにした研究｡ (学生の声：
学会で発表できるように頑張っています｡ 春日大社で
のナギ果実の採集は大変でした｡)
また､ 本年度より平田先生には細胞生物学的手法を
取り入れた新しいテーマでの研究を始めてもらう予定
です｡
みなさんの中で､ このようなテーマに興味があれば､
気軽に研究室を訪問してください｡ お待ちしています｡
このように､ 多くのテーマで研究をしていますが､ 研
究の合間に薬用植物園を見学したり､ 近隣の植物園へ
見学に出かけたりもします｡ 学部学生が中心の研究室
ですが､ 研究生活から研究の楽しさや自ら学ぶ姿勢､
物事の進め方や考え方､ 文献の集め方やプレゼンテー
ションなど､ たくさんの事を研究室で学んでほしいと
思っています｡
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平成��年�月�日付で薬剤学

研究室の教授として着任しまし

た｡ 伝統ある本学の薬剤学研究室を担当する機会

を得ましたことを誠に光栄に感じています｡

私は､ 平成�年に京都大学薬学部を卒業後､ 同

大学院に進学しました｡ 平成�年��月に広島大学

医学部総合薬学科の助手に採用され､ 同大学院医

歯薬保健学研究院の准教授を経て､ 本学に赴任し

ました｡ また､ 平成��年から�年間文部科学省在

外研究員としてデンマーク王国オーフス大学に留

学しました｡ 学生時代は京大病院薬剤部 (医療薬

剤学研究室) に配属し､ 学生に加えて薬剤師の先

生方とともに研究室生活を送りました｡ また､ 教

員として赴任した広島大学では､ 同じキャンパス

内に医学､ 歯学､ 薬学､ 保健学の教員や学生が集

う中で研究や教育に携わってきました｡ 薬剤師や

薬学生に加えて､ 様々な立場で医療に携わる先生

方あるいはその職を志す学生と接する機会に恵ま

れた経験を､ 本学での教育や研究にも活かしてい

きたいと考えています｡

これまでに取り組んできた研究は､ 薬物の体内

動態を支配する分子 (トランスポーターなど) に

関するものです｡ 中でも､ 薬物の腎挙動に関与す

る薬物輸送分子については､ 薬剤性腎障害発症の

分子機構とその機構に基づく副作用防御法の開発

の観点から研究を進めてきました｡ 本学では､ 病

態時における薬物動態の変動を分子レベルから全

身レベルで解明し､ 臨床にフィードバックできる

成果へと導いていきたいと考えています｡

薬剤学および薬物動態学は薬剤師国家試験の重

要分野であることはもとより､ 薬学に特化した学

問領域であり､ 薬物療法や医薬品の研究開発と密

接に関連しています｡ 本学学生の皆さんがその基

礎力をしっかりと身につけることができるように､

ともに考えながら取り組んでいきたいと思います｡

どうぞよろしくお願いします｡
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この度､ 平成��年�月�日付

で総合科学系自然学グループに

着任しました吉岡興一と申します｡ 授業では ｢物

理学入門｣ と ｢数学｣ を担当しています｡ 私の専

門は､ 素粒子物理学というものです｡ 我々の身の

回りの自然界を細かく小さく見ていくと､ 素粒子

と呼ばれるものから出来ていることが分かります｡

その小さな“ツブツブ”である素粒子の世界を､

量子力学と相対性理論により調べています｡ 昨年､

新聞やネットを一時賑わせたヒッグス粒子も研究

対象の一つです｡ 物理という学問は､ 常に二本立

てで進歩してきました｡ 一つは､ 観測実験により

自然界の実証を行っていくもの｡ もう一つは､ 理

論的な可能性を追究することにより､ 自然界の基

礎構造を探り出すものです｡ ヒッグス粒子の発見

は､ 前者の重要な進歩でした｡ またこの春には､

我々の宇宙ができた瞬間についての､ とても重要

な観測結果が報告されました｡ 現代の物理学は､

そのようなすごい領域のことまで調べられるくら

いに進歩してきたのです｡ 私は理論的な発展に興

味をもち､ 後者の立場からニュートリノ・宇宙の

ダークマター・超対称性などについて､ 紙とペン

を武器に取り組んでいます｡

これまで九州大学､ 京都大学､ 慶應義塾大学で

教鞭をとってきましたが､ すべて理学系の学生が

対象であり､ 薬学系は初めてとなります｡ 薬学と

物理学はあまり関係ないと思う学生の方もいるか

もしれません｡ でも少し広い視野でみれば､ 薬や

人間も物質からできており､ 原子・分子の構造は

物理法則にしたがって存在しています｡ そのため

薬物を理解するには物理も必要となり､ さらに化

学や生物学と絡み合って薬学が成り立っていると

も言えます｡ 授業や指導の方法が今までとは異な

り戸惑う面もありますが､ 興味を持って物理や数

学を学んでもらえるよう､ これまでの教育経験を

活かして､ 薬学を学ぶ礎を作る指導､ 教養文化と

しての物理を身につける授業に取り組んでいきた

いと考えています｡ ご指導ご鞭撻のほどどうぞよ

ろしくお願い致します｡
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平成��年 �月 �日より､ 分

子構造化学研究室の助手として

着任いたしました｡ 昨年度までは京都薬科大学の

博士課程に在籍し､ 薬品化学研究室にてアルツハ

イマー病発症の原因と考えられているアミロイド

βペプチドに対する凝集阻害剤の開発研究を行っ

ていました｡ 現在は､ �年次生の ｢基礎薬学実習｣

を担当しており､ 慣れない仕事に戸惑いながらも

奮闘している毎日を過ごしています｡

今春からは構造化学という新たな研究分野で心

機一転し､ 実習や国家試験対策で忙しい学生たち

に､ 研究活動を通してやりがいや魅力を伝えてい

けるよう精一杯努力して参りたいと思います｡ 皆

様方からのご指導､ ご鞭撻のほどよろしくお願い

いたします｡
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平成��年�月�日付で､ 製剤

設計学研究室の助手として着任

した佐藤秀行と申します｡ 大阪薬科大学の皆様に､

この場をお借りしてご挨拶を申し上げます｡

私は､ 静岡県立大学大学院 (薬物動態学研究室)

修士課程を修了後､ 製薬企業の分析部門で�年間

研究職に従事しておりました｡ この度ご縁があり､

本学の助手として着任できたことを大変光栄に思

います｡ 現在は､ �年次生の ｢薬剤学実習｣ を担

当しております｡

今後は､ 製薬企業で培った知識と経験を活かし､

実習や研究活動に励み､ 質の高い薬剤師及び研究

者の育成を目指し､ 本学の発展に少しでも貢献で

きるよう努力してまいります｡ どうぞ宜しくお願

い致します｡
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はじめまして｡ この度､ 生薬

科学研究室の助手として着任致しました平田佳之

と申します｡ 私は関西大学大学院にて創薬化学､

特に後天的な遺伝子制御に関わるアイソザイム選

択的����阻害剤の創製に勤しんで参りました｡

本研究室とは､ がんに対する薬理評価で長年共同

研究をさせて頂いておりました｡ 今回､ ご縁があ

りまして､ 助手として着任する運びとなりました｡

さて､ 皆様は学生生活､ 研究生活をおくる上で何

を大切にしていますか｡ 私にとって一番大切な

｢何か｣ とは人と巡り会うことだと思います｡ 本

学におきましても､ 人とのつながりや思いやる心

を伝えていければと存じます｡ 今後ともご厚誼賜

りますよう宜しくお願い致します｡
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この度､ 平成��年�月�日よ

り機能分子創製化学研究室の助

手に着任いたしました林淳祐と申します｡ 私は今

から�年前に薬学�年制の二期生として本学に入

学いたしました｡ 本学薬科学科を卒業後､ 大学院

修士課程を修了し､ 昨年は薬剤師免許取得のため

に学生として本学に在籍しておりました｡ 縁あっ

て本年度より教職員として働くこととなりました

が､ 教わる側から教える側へと立場が変わったこ

とに焦りと未熟さを感じております｡

学生の皆様とは ｢有機化学実習｣ (�年次生)でし

か直接接する機会はありませんが､ 教職員一番の

若者として､ 皆様と一緒に成長できればと考えて

おります｡ 至らぬ点もあるかと存じますが､ 今後

ともよろしくお願い致します｡



平成��年度 学部卒業生の進路・就職状況について

報告します｡

本学の学部学生 (�年制) の就職・進学率は����％

です｡ 職種としては､ 薬業関連企業の内勤職 [研究・

開発等] ����％､ ＭＲ	�	％と計���	％の学生が薬業関

連企業に就職しています｡ また､ 病院���
％､ 病院研

修生��	％､ 薬局����％です｡ さらに公務員に����％

(大阪府､ 石川県､ 大分県､ 大阪市等) 就職していま

す (平成��年�月�日現在)｡

学部�年次生 (当時�年次生) は病院・薬局実務実

習を�月下旬で終了後､ 本格的な就職活動時期を迎え

ました｡ 平成��年度より�年次生の就職活動サポート

を�月から�月まで開催し､ キャリアサポートガイダ

ンス (模擬集団面接､ 模擬グループディスカッション､

模擬個人面接) で､ 参加者も延べ���名を超え成功裏

に終えることができました｡ これらのガイダンスはキャ

リアサポート課担当者と外部の面接官が連携して実施

し､ 参加した学生からは ｢就活に向けて意識が高まっ

た！｣ ｢自分の弱点が明確になり､ 就活力が向上した！｣

との高い評価がたくさん寄せられました｡

本学キャリアサポート課では､ 多様化している学生

のニーズ､ 興味･能力･価値観に沿った進路・就職先選

定のために､ キャリアサポート部委員､ 担当職員等を

中心にきめ細かな対応に努めています｡

下記に平成��年度キャリアサポート活動 (ガイダン

ス) を画像にしましたので､ ご参照ください｡
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■ ｢エントリーシート書き方講座｣ ■ ｢模擬個人面接｣
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三大学医工薬連環科学教育研究機構の取り組みの一

つである社会還元事業の中には､ 小学生や中学生を対

象に行っているものがあります｡ 今回はその中から､

｢自由研究コンテスト｣ についてご紹介したいと思い

ます｡

｢自由研究コンテスト｣ は“めざせ 集まれ 未来

の科学者��”がサブタイトルになっています｡ 小・中

学生の科学に関する自由研究の発表の機会を設け､ 自

分たちが行った研究成果を発表することによって､ 科

学への興味をさらに深めてもらうことを期待して､

����年から実施しています｡ 対象は高槻市在住および

高槻市内の学校に通う小・中学生で､ 小学生の低学年

(�～�年生) については 『未来の生活について』 思

い描く想像を絵と作文にして､ また､ 小学校高学年

(�～�年生) と中学生は観察､ 環境調査､ 実験など

の 『理科自由研究』 についての結果報告書を作成し､

応募してもらっていますが､ 年々そのレベルも高くなっ

てきています｡ 昨年 (����年度) は小学校��校から総

数���作品の応募があり､ 第一次審査 (書類審査) を

通過した��作品について関西大学高槻ミューズキャン

パスに於いて三大学の教員や高槻市教育委員会などか

ら構成された�名の審査員によって第二次審査が行わ

れました｡ また､ 会場では､ 当日発表者のレポートを

まとめたポスター展示も行われ､ 保護者の方々や学校

関係者など来場者は力作に見入っておられました｡

第二次審査会の低学年の部ではスクリーンに映し出

された作品の絵をバックに作文の朗読を､ また､ 高学

年の部では学会発表さながらに､ レポートをスクリー

ンに投影し､ 一人あたり�分間の発表と�分間の質疑

応答を行いました｡ 中には､ パワーポイントを使って

発表する児童もあり､ とても小学生とは思えない堂々

たる発表ぶりには感心を通り越して驚かされる場面も

ありました｡

発表終了後､ 審査員も務められた平野雅親先生 (科

学ボランティア集団 夢���� 副会長) による ｢北

摂の昆虫～生活の不思議～｣ の講演があり､ 昆虫のあ

まり知られていない生態について､ 興味深い話が紹介

されました｡

審査の結果､ 本学の藤田芳一学長から低学年､ 高学

年それぞれに最優秀賞が授与されたほか､ 関西大学賞､

大阪医科大学賞､ 大阪薬科大学賞､ 優秀賞など�名が

入賞し､ 発表者全員が入選として表彰されました｡ ま

た､ 入賞作品�点については､ ��月	日～��日の間､

高槻市役所�階にて作品のポスター展示も行われまし

た｡

｢自由研究コンテスト｣ の第二次審査会は��月上旬

の日曜日に開催されていますので､ 皆さんも小・中学

生の研究発表会を一度見てみませんか｡
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(単位 ： 円)
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学校法人大阪薬科大学の平成��年度決算については､

平成��年�月��日(火)に開催されました理事会及び評

議員会において承認されましたので､ 資金収支計算書・

消費収支計算書・貸借対照表・財産目録及び監事監査

報告書を掲載し､ その概要を説明します｡
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平成��年度の資金収支は､ 主な収入源である学生生

徒等納付金収入が､ 予算を	��

万円上回りました｡

また､ 主な支出源である人件費支出が､ 予算を�億

�����万円下回りました｡ その結果､ 次年度繰越支払

資金は��億	����万円となりました｡

�������


学校法人大阪薬科大学の平成��年度予算については､

事業計画及び予算編成方針に基づき､ 予算委員会の審

議を経て編成を行いましたが､ 平成��年�月�	日(火)

に開催されました理事会及び評議員会において承認さ

れましたので､ 資金収支予算書・消費収支予算書を掲

載し､ 資金収支科目を中心に､ その概要を説明します｡

�
����

(学生生徒等納付金収入)

学部新入生は入学定員 (���名) として予算編成し､

授業料��億	����万円､ 入学金�億�����万円､ 施設設

備費��億	����万円ほか､ 計��億
��万円を計上しまし

た｡

(補助金収入)

私立大学等経常費補助金�億���万円､ 研究設備整

備費等補助金�����万円ほか､ 計�億��	��万円を計上

しました｡

(事業収入)

附属薬局の収入予算 �億	����万円ほか､ 計 �億


����万円を計上しました｡

������

(人件費支出)

教員人件費��億�����万円､ 職員人件費 (附属薬局

分を含む) �億����	万円ほか､ 計�	億���	�万円を計

上しました｡

(教育研究経費支出)

消耗品費�億�����万円､ 病院・薬局実務実習費�

億�����万円ほか､ 計��億
����万円を計上しました｡

(管理経費支出)

附属薬局費支出�億�����万円ほか､ 計�億�����万

円を計上しました｡

(施設関係支出)

建物支出として�棟太陽光発電､ ���工事､ 動物

関連研究施設中央監視盤取替工事等�億����	万円ほ

か､ 計�億���
	万円を計上しました｡

(設備関係支出)

教育研究用機器備品支出�億���
�万円ほか､ 計�

億��	��万円を計上しました｡
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平成��年�月��日

学校法人 大阪薬科大学

理事長 浜 岡 純 治 殿

学校法人 大阪薬科大学 監事 露口 佳彦

監事 出水 順

私たちは､ 学校法人大阪薬科大学の監事として､ 私

立学校法第��条第�項並びに寄附行為第��条に基づい

て同学校法人の平成��年度 (平成��年�月�日から平

成��年�月��日まで) における財産目録及び計算書類

(貸借対照表､ 資金収支計算書､ 消費収支計算書) を

含め､ 学校法人の業務及び財産に関し監査を行いました｡

私たちは､ 監査にあたり､ 理事会及び評議員会に出

席し､ 理事から業務の報告を聴取し､ 会計監査法人と

連携し､ 計算書類について検討を行うなど必要と思わ

れる監査手続を実施しました｡

監査の結果､ 私たちは､ 学校法人大阪薬科大学の業

務及び財産の状況は適切であり､ 不正の行為または法

令若しくは寄附行為に違反する重大な事実のないこと

を認めました｡ 以上
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新年度がスタートして�ヶ月､ そろそろお疲れがた
まっている頃ではないでしょうか｡ 日々の生活の中で
嬉しいことや楽しいことがたくさんあるといいのです
が､ うまくいかないことや悪いことが続き､ 心が晴れ
ない日々を送っておられる方もいると思います｡ 悩み
や気がかりをゼロにすることは残念ながら難しいです
が､ 自分の心とうまく折り合いをつけながら､ できる
だけ日々の生活を心穏やかに過ごせるといいですよね｡
そこで今日はつらい状況に直面したときの対処法と
して､ 心のケアのヒントをいくつかご紹介します｡
�. 人に相談する
｢ストレス軽減に最も有効な方法｣
・身近な信頼できる人に話を聞いてもらう
・問題解決につながりそうな専門家に相談してみる
�. 心の中を整理する
｢大きな石も小さな石に砕けば持ち上げることができ
る｣
・正しい情報を集める
・疑問や心配事､ 不安に思っていることを書き出す
・今考えるべきこと､ 後で考えるべきことを分ける※

※ ｢分けることでわかる｣
→ ｢わかる｣ の語源は ｢分ける｣｡ わからない状態＝分け
られていない混沌とした状態｡ ｢分け｣ の ｢わからない｣
状態を ｢分ける｣ ことから始める｡

�. 心配事を忘れる時間も作る
｢“気分”を意識的に“転換”する｣
・気がかりスイッチをオフにする
・趣味に没頭する (映画､ カラオケなど)
・体を動かす (散歩､ ストレッチなど)
・自分にご褒美をあげる (スイーツ､ 洋服など)
�. いろいろな考え方をしてみる
｢認知を変える｣
・心配していることが実際にどれぐらいの可能性で起
こるのか冷静に考えてみる
・家族や友人のことばを思い出してみる
・自分と同じ状況におかれた家族や友人がいたら､ ど
のようにアドバイスをするか考えてみる
・｢元気なときの自分ならどう考えるのだろう？｣ と
問いかけてみる
・過去の辛い状況を乗り越えるのに役立った考え方を
思い出して応用できるか考えてみる
・過去は変えることができないので､ 後悔にとらわれ
過ぎず､ これからどうするかを考えるようにする

�. いろいろな対処法を試してみる
｢行動を変える｣
・同じ経験をした人が行っている取り組みを試してみ
る
・過去の辛い状況を乗り越えるのに役立った方法を思
い出して試してみる

�. あるがままでいる
・時間が経過する／心の整理がつくのを待つ
・このような状況では誰もが不安を感じるもの
→落ち込み､ 不安になっている自分を責めない

�. リラックスの方法を身につける

・心地よければ何でも�� (アロマ､ 音楽､ 入浴など)
・呼吸を整える (呼吸法) ／力を抜く (筋弛緩法)
上記�～�の対処法についてもっと詳しくお知りに
なりたい方は相談室までお願いします｡
人は気分の落ち込みや不安・緊張など心が辛い状態
が続くと､ 心理的視野狭窄に陥ると言われています｡
物事をさまざまな角度から柔軟に考えることができな
くなり､ 一つの考えにとらわれて悪循環に陥ります｡
対処法はできるだけたくさん持っておき､ 予防的に取
り入れられるとよいでしょう｡
人に相談することは ｢ストレス軽減に最も有効な方
法｣ と述べました｡ 学生相談室のカウンセラーもぜひ
活用してください｡ 頭の中でグルグルと考えて答えが
出ないとき､ 話す (離す) ことで解決の糸口が見える
ことがあります｡ ｢考えていることを書き出す｣ こと
も ｢離す｣ ことになりますね｡ ｢離したこと｣ を客観
的に眺めてみれば､ こんがらがっている糸をどこから
ほどけばいいのかわかることがあります｡ 一緒に整理
をして､ さまざまな選択肢を考え､ 物事の優先順位を
つけていくことも大切です｡ 話すことで心が軽くなっ
て､ ｢大丈夫｣ ｢もう少し頑張ってみよう｣ と勇気が湧
いてくるようなサポートができたら嬉しいです｡ 気軽
に相談に来てくださいね｡ お待ちしております｡
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本学では､ 学生相談室を設け､ 週に�回､ カウ
ンセラー (専門の臨床心理士) が相談を受け付け､
学生が抱える問題や悩みに対処しています｡
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開室時間：毎週火・木曜日 �����～�	���
毎週金曜日 �
���～�����
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�：(���)	�������(直通)
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門田和紀, 白川善幸, 権田和樹,
村田修都, 戸塚裕一, 下坂厚子,
日高重助

噴霧晶析プロセスを利用した有機・無機複合粒子の作製 粉体工学会誌�EG�,8*+,87
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�����*������	+,	-.-�-/0
(12(3)

奥原孝幸, 藤澤尚子, 宮下裕之,
川畑 啓, 松村人志

通院中の統合失調症患者に対する精神科作業療法における集
団認知行動療法の実践

神奈川作業療法研究	4	(3�(5
(12(3)

奥原孝幸, 奥平智之, 松村人志 入院中の統合失調症患者への集団認知行動療法の有効性に関
する検討

認知療法研究	6	.3�/.(12(3)
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森川祥彦, 恩田光子, 岡本昌樹,
藤井睦子, 的場俊哉, 三原 愛,
荒川行生

咳に対する生活者の��8医薬品購入の実態と薬剤師の課題 8���� ��:
���� ���	>	(21�(23
(12(3)
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����	4+	1�0
(12(3)

櫻井秀彦, 恩田光子, 中川明子,
藤本佳乃子, 奥田勅子, 岡山浩之,
荒川行生, 早瀬幸俊

保険薬局における調剤ミス要因の定量的分析 医薬品情報学	<>	((=�(13
(12(3)

庄司雅紀, 恩田光子, 岡田 浩,
大久保賢人, 小田智晴, 加藤紗希,
坂根直樹

保険薬局来局患者の経口血糖降下薬の服薬条件とアドヒアラ
ンスの関連について

薬と糖尿病	+	(2.�(2=(12(3)
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7���������!��	6+	-3(�-30
(12(3)

楠瀬健昭 ブライト・ソネットの影 とい	BBBCC, １�3(12(3)

宗前清貞 補助線としての雇用―福祉レジーム論の批判的検討― レヴァイアサン, >4, ((0�(1.
(12(3)
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土屋孝弘, 宮本勝城, 辻坊 裕 抗菌薬存在下における耐性乳酸菌と酪酸菌の腸内での生存に
ついて

医学と薬学	6D	51(�510(12(3)

������
��	�%��	E������	
����
����	E���	���������	
��������	��������

�&��
�����' 
����'�#�����%�������$������ ���9��
�������
$���!	����
���!�!�����

:�!����� ��12(1	FD�
	(3(�(31
(12(3)

?����	���
������	������	

���$�9��	G������

E���$�����%� ��������$��!
�!��
� 
���"!�!����'�����$��� ��
����������#��&���� ����

:�!����� ��� �	FD�
	13/�13-
(12(3)

芝野真喜雄 ウラルカンゾウ (H�& &��
������������) の国内栽培を目指し
て

特産種苗	<6	.0�.5(12(3)
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恩田光子 認知症の在宅療養現場から見るチーム医療における薬剤師の
役割

4�
3����
��=
 E��-��(	
��)

藤嶽美穂代, 春沢信哉 �/2FD8�を用いるヌクレオシドホスホロアミダイトのマスス
ペクトル測定

薬学雑誌, +;;, >	�->��(	
��)
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戸塚裕一 ナノ集合体形成を利用した難水溶性化合物の可溶化 '
��
�" 2����&�$�'
���� �;G�
��-�.(	
��)

鈴木千弘, 原田沙枝子, 松村人志,
島本史夫, 中張隆司

8���
:
�による細気管支線毛運動の活性化 分子呼吸器病�+H��	�-�	�
(	
��)

加藤隆児, 井尻好雄, 林 哲也 キックリンカプセル	.
�� 調剤と情報�+��.�.-.��(	
��)

加藤隆児, 井尻好雄, 林 哲也 シーブリ吸入用カプセル.
� 調剤と情報�+��,.�-,�
(	
��)

加藤隆児, 井尻好雄, 林 哲也 アコファイド錠�

�� 調剤と情報�+���.�,-�.�.
(	
��)
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松下奈央, 北筋広美, 松下英樹,
坂口 実, 松村瑛子

アルツハイマー様記憶障害モデルラットにおける免疫機能の
変化

大阪薬科大学紀要���������
(	��
)

春沢信哉, 米山弘樹, 宇佐美吉英 マイクロ波を活用したいくつかの生体機能分子の合成 大阪薬科大学紀要��������	�
(	��
)

水木晃司, 宇佐美吉英 閉環メタセシスを用いる��リボースからの �
�������
類の
合成

大阪薬科大学紀要����	����	
(	��
)

宗前清貞 行政改革は福祉政策に何をもたらしたか―自治体ガバナンス
の現状と課題ー

琉球大学法文学部紀要 政策科
学・国際関係論集, ��, �����
(	��
)

阪本恭子 薬学教育における医療総合人間学の位置づけ―ヒューマニティ
教育とコミュニケーション教育を中心に―

大阪薬科大学紀要����
�	�
(	��
)

永田 誠, 武井由智 拡散を連想させるある離散モデルの裾確率について 大阪薬科大学紀要, ��

�
�
(	��
)


�� �

� � � 	 � �

福永理己郎 第�章 (�) �����および������の構造と機能 �����(顆粒球コロニー刺激因
子) の基礎と臨床, 医薬ジャー
ナル社, ���	�(	��
)

宇佐美吉英 第�章 アルケンとアルキン���付加反応 基礎有機化学問題集, 廣川書
店 (	��
)

浦田秀仁 第��章 カルボン酸とその誘導体 基礎有機化学問題集, 廣川書
店 (	��
)

芝野真喜雄 甘草 (カンゾウ) の栽培法～甘草の国内生産・安定生産への
挑戦～

情報機構 (	��
)

芝野真喜雄 甘草のフラボノイド成分含量と栽培年数について 甘草研究最前線	��
, ����

(	��
)

芝野真喜雄, 谷口雅彦, 馬場きみ
江 (分担)

薬用植物学 薬用植物学, 南江堂 (	��
)

天野富美夫 疾病の予防と対策 衛生薬学 (第
版), 朝倉書店
(	��
)

天野富美夫 感染症とその予防対策､ 食品による健康障害､ 食品成分の変
質､ 食品に由来する疾病の各論

第  版 衛生薬学－健康と環
境－, 丸善 (	��
)

藤森 功 病態生化学 解明 京都廣川書店 (	��
)

田中亮輔, 山本真也, 渡辺文太,
平竹 潤, 大喜多守, 松村靖夫

虚血性急性腎障害に対する新規選択的 γ�!"#$%&'"$�%���
��
$�(%�
阻害薬���)��)*の改善効果について

腎とフリーラジカル����
�������(	��
)

河合悦子 薬剤性腎・泌尿器障害 図解 薬害・副作用学,
����� �(	��
)
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芝野真喜雄, 竹内一男, 久保弘亨 酒粕エキス 特開����������(����)

秋久俊博, 深津 誠, 菊地 崇,
渡邊賢介, 山本亜矢子

美白剤 	
����������(����)
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大野行弘 第�章 臓器における代表的な副作用 �. 薬剤性精神障害 “図解 薬害・副作用学”, 川
西正祐, 小野秀樹, 賀川義之
(編)�南山堂 �34��5�(����)

掛見正郎, 戸塚裕一 (共著) 広義 製剤学 京都廣川書店 (����)

朝倉英策, 島本史夫, 他 第���回医師国家試験問題解説書 国試���―第���回医師国家試
験問題解説書(����)

島本史夫, 他 67�こあかり ���� リ・コ 最新問題篇 67�こあかり ����(����)

朝倉英策, 島本史夫, 他 あなむね 国試カンファランス (����)

青木達哉, 島本史夫, 他 主要症候・医療面接がわかる シリーズこあかり$)��(����)

宗前清貞 専門性の政治過程－現代政治における医療政策の位相－ 現代日本政治の争点, 法律文
化社, 3����(����)

恩田光子 薬剤師法､ 地域薬局・薬剤師､ 医療の担い手としての心構え
他

薬事法規・制度・倫理マニュ
アル(改訂��版),南山堂(����)

恩田光子 地域医療の役割 これからの社会薬学 (改訂第�
版), 南江堂 (����)

恩田光子 アメリカにおける調査結果 諸外国の薬剤給付制度と動向
(改訂版), 薬事日報社 (����)

恩田光子 なぜ薬剤師が薬剤経済学を学ぶのか､ 社会保障制度 他 詳説 薬剤経済学－限られる
社会資源から最高の医療を
(改訂第 �版), 京都廣川書店
(����)

野口ジュディー, 神前陽子, スミ
ス朋子, 天ヶ瀬葉子

はじめての薬学英語 講談社 (����)
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■ 人 事

������

� 	 (平成��年�月��日付)

教 授 (嘱託) 土井 勝 (任期満了)

教 授 (嘱託) 掛見 正郎 (任期満了)

教 授 松島 哲久 (定年)

教 授 (特任) 新田 剛 (定年)

助 手 (嘱託) 田中 有香 (任期満了)

助 手 (嘱託) 中川 治

助 手 (嘱託) 中代 里美

総務課長 長瀬 護 (定年)


 � (平成��年�月�日付)

教 授 永井 純也

准教授 吉岡 興一

助 手 (嘱託) 川島 浩之

助 手 (嘱託) 佐藤 秀行

助 手 (嘱託) 林 淳祐

助 手 (嘱託) 平田 佳之

事務職員 阿部 陽泰

技能職員 (嘱託) 忍穂 陽介

医療職員 (嘱託) 村上 貴恵

�
� (平成��年�月�日付)

教 授 (特任) 新田 剛

� � (平成��年�月�日付)

准教授 坂口 実

准教授 箕浦 克彦

准教授 幸田 祐佳

講 師 藤嶽美穂代

経理課長 �橋 嘉明

教務課長 手島 尚

経理課課長補佐 中村 達也

経理課係長 小牧 優

���� (平成��年�月�日付)

松尾 真充 経理課長から総務課長

藤田 純生 教務課長から入試課長

齋藤 貴博 学生課課長補佐から総務課課長補佐

� � (平成��年�月�日付)

キャリアサポート部長 藤本 陽子 (教授)

図書館長 高岡 昌徳 (教授)

大学院博士後期課程・博士課程指導教員

永井 純也 (教授)

� � (平成��年�月�日付)

大学院博士後期課程・博士課程指導教員

坂口 実 (准教授)

大学院博士後期課程・博士課程指導教員

箕浦 克彦 (准教授)

大学院博士後期課程・博士課程指導教員

幸田 祐佳 (准教授)

大学院博士前期課程指導教員

藤嶽美穂代 (講師)

� � (平成��年�月��日付)

大学院博士前期課程指導教員

平田 雅彦 (講師)

� � (平成��年�月�日付)

監査室長 松尾 真充 (総務課長)

監査室 垣貫 健 (総務課主任)

���������� (平成��年�月�日付)

秋月 延夫 (事務局長)

�  (平成��年��月	日付)

安全衛生委員会委員 大桃 善朗 (准教授)

安全衛生委員会委員 宇佐美吉英 (准教授)

安全衛生委員会委員 藤原 昭男

(建築物環境衛生管理技術者)

�  (平成��年�月�日付)

共同研究センター長 松村 靖夫 (教授)

�  (平成��年�月�日付)

校医及び産業医 柚木 孝仁 (非常勤)

学生相談室顧問 米田 博 (非常勤)

学生相談室相談員 小田 佳子 (非常勤)

学生相談室相談員 西田 裕子 (非常勤)

学生相談室相談員 若林 暁子 (非常勤)

研究委員長 土井 光暢 (教授)

薬剤師国家試験対策委員長

大野 行弘 (教授)

安全管理者 春沢 信哉 (環境保全委員長)

メンタルヘルス推進担当者

辻 悦子

(健康管理支援室長)

!"#$% (平成��年�月�日付)

家永 徹也

������
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金 啓二
楠岡 英雄
田嶌 政郎
田伏 克惇
堀 正二
山本 克己

����� (平成��年�月�日付)
吉田 祥

����� (平成��年�月�日付)
田中 一彦
田伏 克惇
星野 満
松島 哲久
村上 能庸
森脇 将光
柳原 五吉

����� (平成��年�月�日付)
中張 隆司

���	
�

�
��� (平成��年�月��日付)
池田 潔
植木 實
堅田 義次
坂田 勝治
田中 京子
寺本 武史
土井 光暢
中元 安雄
濱 一郎
人見 滋樹
藤井 政善
山西 弘一

�
��� (平成��年�月��日付)
秋月 延夫
天野富美夫
石田 寿昌
浦田 秀仁
大谷 光昭
岡村 一美
尾島 博司
小田 早苗
織田 美夫
川北 英隆
楠瀬 健昭
子林 孝司

佐野 浩一

常風 潤一

�野 正子

武枝 敏之

田嶌 政郎

田部 信重

辻坊 裕

鄭 淳太

中嶋 一郎

馬場きみ江

浜岡 純治

三野 芳紀

森 麻子

山口 明人

���� (平成��年�月��日付)

人見 滋樹

���任 (平成��年�月��日付)

天野 富美夫

岡村 一美

織田 美夫

北村 幸彦

常風 潤一

武枝 敏之

田部 信重

辻坊 裕

浜岡 純治

���� (平成��年�月	�日付)

露口 佳彦

���� (平成��年�月	�日付)

新井 一雄

■ 慶弔

� �

北村 幸彦 (理事)

瑞宝中綬章 (平成��年�月��日付)

■ 海外出張

恩田 光子 准教授 (臨床実践薬学研究室)

出張期間：平成��年�月�日～�月
日

薬剤使用状況等に関する調査研究 (アメリカ)

林 哲也 教授 (循環病態治療学研究室)

出張期間：平成��年	月�
日～�月�日

米国心臓病学会������(アメリカ)

������
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■大阪薬科大学研究振興基金

平成��年度より創設されたもので､ 初年度は右記の

�名が助成対象者に決定しました｡

薬品作用解析学研究室 助手 清水 佐紀

薬物治療学研究室 助手 田中 早織

■ 実験動物慰霊祭

平成��年��月��日(水)��時��分より����講義室に

おいて､ 平成��年度実験動物慰霊祭を執り行いました｡

慰霊祭は､ 教職員及び学生等､ 参列者全員が黙祷を

行った後､ 藤田芳一学長及び大野行弘動物関連研究施

設運営委員長から挨拶と慰霊のことばが述べられ､ 続

いて､ 大喜多守動物関連研究施設管理責任者から､ 実

験動物飼育状況について報告がありました｡

また､ この慰霊祭に併せて､ 松島哲久研究倫理委員

長 (当時) による講演 (演題 ｢実験動物慰霊祭にあたっ

て｣) が行われ､ 最後に､ 本学の教育研究のために尊

い命を捧げた実験動物の冥福を祈り､ 参列者全員が白

菊を献花しました｡

■ 小学生が社会見学に本学を訪れました

平成��年�月�日(月)､ 高槻市立阿武山小学校�年

生の児童��名が本学を訪れ､ 研究室と�

棟の製剤室等を見学しました｡ 児童たち

は�時間という限られた時間ではありま

したが､ 身近な植物が薬の成分に使用さ

れていることや､ 普段目にすることのな

い薬を調合する装置の説明を受け､ 興味

深く聞き入っていました｡ 見学の後､ 藤

田芳一学長､ 佐藤健太郎教授 (特任) が

児童との質疑応答に対応しましたが､ 思わぬ素朴な質

問に翻弄されながらも､ 楽しい時間を過ごすことがで

きました｡

������
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■ 土井勝教授､ 掛見正郎教授､ 松島哲久教授の

退職記念講演を開催

平成��年度末をもって退職された土井勝教授､ 掛見

正郎教授､ 松島哲久教授の退職記念講演を下記のとお

り開催しました｡

土井 勝 教授

日時：平成��年�月��日(火) ��時

場所：����講義室

演題： ｢物理世界の彷徨｣

掛見 正郎 教授

日時：平成��年�月�日(木) ��時

場所：����講義室

演題： ｢��－��にかかわって��余年｣

松島 哲久 教授

日時：平成��年�月��日(火) ��時

場所：����講義室

演題： ｢哲学から倫理へ､ そして死を受容するとい

うこと：ターミナルケアの可能性について｣

■ 平成��年度退職記念パーティーを開催

平成��年�月�日(木)�	時��分より､

学生ラウンジにおいて､ 平成��年度末を

もって退職された土井勝教授､ 掛見正郎

教授､ 松島哲久教授､ 長瀬護総務課長の

退職記念パーティーを開催しました｡

当日は､ ���余名の教職員が参加し､

これまでの労をねぎらい､ 今後のご活躍

とご健康を祈念しました｡

■ 平成��年度学位記授与式を挙行

平成��年�月��日(土)��時��分より､ 本学体育館

において､ 平成��年度学位記授与式を執り行い､

卒業生�
�名､ 修了生�名が新たな�歩を踏み出しま

した｡

■ 平成��年度入学式を挙行

平成��年�月�日(火)��時��分より､ 本学体育館に

おいて､ 平成��年度入学式を執り行い､ 学部新入生な

らびに大学院新入生が入学しました｡ 父母､ 来賓､ 本

学関係者等の多くの人々が新しい門出を祝福しました｡

������
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■ 戸塚教授が上原記念生命科学財団

｢研究推進特別奨励金｣ に採択

製剤設計学研究室・戸塚裕一教授(写真左)が上原記

念生命科学財団 ｢平成��年度研究推進特別奨励金｣

(研究助成) に採択され､ 平成��年�月��日に贈呈式

がありました｡

この奨励金は､ 平成��年度�月以降に独立した研究

室､ またはチームを立ち上げた者を対象に助成される

もので､ 平成��年�月に

本学に赴任した戸塚教授

は､ ｢難治性肺疾患治療

用オンデマンド微粒子キャ

リアの設計｣ の研究テー

マで採択され､ この研究

が今後の生命科学の発展

に大きく貢献するとの評

価を受けました｡

■ がんプロ第５回公開シンポジウムを開催

平成��年�月��日(日)��時より､ ����講義室にお

いて､ 文部科学省 ｢がんプロフェッショナル養成基盤

推進プラン｣ 事業大阪薬科大学第�回公

開シンポジウムを日本薬学会近畿支部と

の共催で開催しました｡

第�回目の公開シンポジウムのテーマ

は ｢外来化学療法および地域・在宅医療

におけるがん化学療法の推進に向けて｣

とし､ �名の講師の先生方にご講演いた

だきました｡ 当日は､ ���名弱の参加者

があり､ 熱心な議論が繰り広げられました｡

この議論が我が国におけるがん医療の推進に､ そし

て､ 何よりも薬学生と現場で働く薬剤師の先生方の今

後のご活躍に役立つことができれば幸いです｡

■ 附属薬局健康講座を開催

附属薬局において､ 定期的に開催している患者さま

向けの健康講座を右記のとおり開催しました｡

今後も患者さまからの貴重なご意見を参考にしなが

らテーマを厳選し､ 講座の内容の充実を図る予定です｡

《第�	回》

日 時：平成��年�月�日(土) ��時��分

テーマ： ｢うつ病の診断と治療｣

講 師：東大阪市立総合病院精神科主席部長

岸田 学 先生

������
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本学では､ 下記のとおり､ 朝食を実施しています｡

下宿生や朝食をとっていない方などは､ ご利用ください｡
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■ 平成��年度実務実習 ｢伝達・報告会｣

開催日時：平成��年�月�日(土)

��時～��時

開催場所：講堂､ Ｃ���講義室､ Ｃ���講義室

発表学生：�年次生 計��名 (各会場��名)

■ 平成��年度実務実習 ｢白衣授与式｣

開催日時：平成��年�月�日(土)

��時～��時��分

開催場所：講堂

対象学生・�年次生 計���名

(男���名・女�	�名)

■ 学位授与

[博士]

博士(課程)

博第��号 博士 (薬学) 曾川 甲子郎

���タンパク質の自己重合反応における ������と

��	��
の役割とその構造化学的研究

(平成��年�月��日付)

博士(論文)

論博第��号 博士 (薬学) 尾崎 和男

生薬 ｢甘草｣ の国内生産を目指して：ウラルカンゾ

ウ(
��
���������������������	�)の栽培品種の育成

とその化学的品質に関する研究

論博第�
号 博士 (薬学) 小林 豊英

電気分解法を用いた医薬品廃液の分解処理に関する

研究 (平成��年�月��日付)

[修士]

修士 (薬科学)

男子�名 女子�名 合計�名

(平成��年�月��日付)

[学士]

学士 (薬学)

薬学科 男子���名 女子���名 合計�
�名

(平成��年�月��日付)

学士 (薬科学)

薬科学科 男子�名 女子�名 合計�名

(平成��年�月��日付)

������
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開 催 日 平成��年�月��日(土)

参 加 者 数 ���名

プログラム 学部・学科説明､ 入試概要・就職状況説

明､ キャンパスツアー､ 個別相談

夏の開催日 平成��年�月�日(土)､ �日(日)､

��日(日)

秋の開催日 平成��年	�月�日(土)

春の開催日 平成�
年�月�	日(土)
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開 催 日 平成��年�月�日(金)

場 所 ホテルグランヴィア大阪

参 加 校 ��校

参 加 者 数 ��名

プログラム �薬学部の現状

�平成��年度入学試験

�個別相談会

������

大阪薬科大学報 No.��(����)��

���������� ������������ ������� �� ! � �

��� ��� ��� ���

�	�
��
����������
�	�
��
�����������

�	�
��
�����������
�	�
��
���
������

�	�����
����������
�	�����
����
������

�	�����
�����������
�	�����
�����������

�	�
��
����������
�	�
��
�����������

�	�
��
�����������
�	�
��
���
������

�	�����
����������
�	�����
����
������

�	�����
�����������
�	�����
�����������

�	�
��
�����
�	�
��
��������� 

�	�
��
������
�	�
��
���
���� 

�	�����
�����
�	�����
����
���� 

�	�����
������
�	�����
��������� 

�	�
��
�
����
�	�
��
�!����

�	�
��
�
����
�	�
��
�!���� �	�����
������ �	�����
������

�	�
��
����� �	�
��
����"� �	�����
������ �	�����
������

#�$% �	�
��
������
#�$% �	�
��
����
�

#&'%
�	�
��
����
�

#&'%
�	�����
������

#�$% �	�����
������
#�$% �	�
��
����"�

( ( ) * ) *

+,-./012 ���3
4*�56�
78980:;
�1<=>?@A
BCDEFGH
4*I�56�78I980I
:;�1<=>?J
+,-./KLM2 ���3
NM�OPQ-R=ST�

UVWX����3Y3�ZOPQ-
R���3Y3�[\]^3=���
3Y3_`a@A
+,-./b*2 ���3
b*Icb*� ����3�
b*dcb*� ����3�
BCDEFGH
Bb*�cb*�����3�
Bb*��cb*�����3�
=>?J

+,-./012 ���3
4*�56�978980:;
�1<=>?@A
BCDEFGH
4*I�56�978I980
I:;�1<=>?J
+,-./KLM2 ���3
NM9efgM9hi-PM9
jLM :;�1<=>?@A
UNMHOPQ-R=kl
+,-./b*2 ���3
b*�cb*� ����3�
b*��cb*� ����3�
BCDEFGH
Bb*�cb*�����3�
Bb*��cb*�����3�
=>?J
+mno2 ���3
pq[rs�tu

vwxy
+012 ���3z
�{
4*�4*|}94*�
78�78|}978�:;
�1<=>?@A

+KLM2 
�3z��{
NMI
NMd
O/~�-R
if��-R

+b*2 
�3z��{
b*I
b*d

+� �2
*���9�)M��=xy
@A��*=F�A��5�
�{�=��@A

+NM2 ��3z��{

+b*2 ��3 z��{

+|}��4*2 ���3z��{

+|}78*2 ���3z��{

+|}4*2 ���3 z��{

+� �2

)*[��*��n�H���
��

)*[��*��n�H���
��

��� ��$�H��$_ ¡

� "#$%"
"
&�
��'(

$%
)* +,-�./ $%
)* +,��./ $
)* +,./

¡�¢� &£¡��&$�&£¡��¤$� ¡�¢� ¥¦§* &£¡� ¡�¢� &£¡�

¨©ª« �� ��� ¨©ª« � ¨©ª« �

¬�Gb 
 � ¬�Gb � � ¬�Gb �

­®Gb 
 � ­®Gb � � ­®Gb �

\¯Gb 
 � \¯Gb � � \¯Gb �

¡*Gb � � ¡*Gb � � ¡*Gb �



������

大阪薬科大学報 No.��(����)��



■ 職種紹介学内企業セミナー

�月�日(水)に職種紹介学内企業セミナー (病院・

薬局) を開催しました｡ 本年度は病院��団体､ 薬局��

社の合わせて��団体にご協力いただきました｡ そして､

約��	名の学生が参加し､ 大盛況に終わりました｡ キャ

リアサポート課では､ 毎年職種紹介学内企業セミナー

を開催しています｡ 学年を問わず参加できますので､

次回以降､ 低学年次の皆さまも積極的に参加してくだ

さい｡ きっと自分の将来について考える良いきっかけ

になるでしょう｡

以下､ 参加された学生の声をご紹介します｡

・参加したことで社会に出てから何が求められている

かを意識しながら勉強に取り組め､ モチベーション

アップにつながった｡ (
年次生・女)

・セミナーは大満足でした｡ もう少しお話を聞きたい

なと感じました｡ (�年次生・男)

・病院のブース数をもっと増やしていただけたら嬉し

いです｡ (�年次生・女)

■ 職種紹介DVDの作成について

昨年度キャリアサポート課では､ 病院・薬局・企業・

官公庁等で働く卒業生��名 (右表参照) に､ 現在の仕

事についてインタビューを行い､ 仕事現場での撮影に

もご協力いただき､ 職種紹介���を作成しました｡

就職活動に向かう�年次生・�年次生・大学院生はも

ちろんですが､ �年次生～�年次生も､ ｢なりたい自

分＝キャリアビジョン｣ を明確にイメージするために､

ぜひ現場で活躍する先輩たちの姿・言葉を参考にして

ください｡ なお､ ���にはそれぞれの先輩が ｢大薬

生の皆さんへ｣ と題し､ 熱いメッセージを残してくだ

さっています｡ キャリアサポート課窓口にて､ 随時視

聴予約を受け付けています｡ お待ちしています｡

■ 内定者を囲む会

昨年��月��日(水)に､ ｢内定者を囲む会｣ を開催し

ました｡ 企業 (��職・開発職・管理薬剤師職・研究

職)・病院・薬局・官公庁に就職が決まった�年次生､

大学院生�名に､ 自身の就職活動について､ お話いた

だきました｡ 質疑応答の時間には､ �年次生から積極

的に手が挙がり､ 予定していた時間を超えるほど盛り

上がりました｡ 終了後には､ �年次生から､ ｢とても

良い機会になった｣ という多くの声が届きました｡

今年も同時期に開催する予定ですので､ �年次生の

みならず､ 低学年次生も奮ってご参加ください｡
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■ 貸切通学バスの運行について

昨年��月から�週間実施した試験運行が好評でした

ので､ 本年度より､ 大学から摂津富田駅行きの貸切バ

スを正式に運行することになりました｡ 運行日は､ 正

規の授業がある平日とし､ 前期は�月�日(月)から�

月��日(金)までの��日間､ 後期も行事予定が決まれば

同様に運行します｡

前期は､ �日あたり��便から��便運行します｡ 貸切

バスの時刻表は､ 授業時間割や実習日程表､ 試験運行

の実績などを参考にして決めています｡ また､ クラブ

帰りの利用など午後�時台の便も設定しています｡ 貸

切バスに関するご意

見等はユニバーサル

パスポートでもお送

りしているアンケー

ト用紙に記入の上､

学生課窓口に設置し

ている回収箱に入れてください｡

｢利用者が少ないバスは､ 混んでいる時間帯にまわ

せばいいのに｣ と思われている便もあると思いますが､

貸切バスの契約には､ 希望する時刻に必要な数のバス

を選ぶという形態はありませんので､ このようなこと

が起こります｡ 本学では､ 貸切バスを最小時間である

�時間を中心に契約していますが､ それぞれのバスは

契約時間内で大学と摂津富田駅を往復することになり､

その間にはどうしても乗車人数の少ない時間帯に発車

する便ができてしまいます｡ 待ち時間を設け､ 発車時

刻をずらすと往復できる便数が減ることになりますの

で､ 時間内にできるだけ多くの利用者を運べるように

考えて時刻表を作っています｡ 貸切バスは利用者がゼ

ロでない限り､ 時刻表どおりに発車しますので､ 図書

館を利用したり自習室で勉強するなどして､ 混雑する

時間帯を避け､ 空いている便を利用して座って帰るの

もいいのではないでしょうか｡

■ 新入生交流・導入教育について

新入生の大学への定着を図ることを目的として､ 毎

年�月下旬までの期間にアドバイザー単位で ｢新入生

交流･導入教育｣ を実施しています｡ アドバイザー単

位での実施となり､ 企画は各アドバイザーに任せられ

ています｡ 今年も様々なプランが立てられ実行されま

した｡ ｢会食｣ ｢バーベキュー｣ ｢ユニバーサルスタジ
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執行委員長 秋 葉 健 太
副執行委員長 松 岡 沙 穂
総 務 局 長 佐 野 匠
厚 生 局 長 岩 田 悠 佑
広報渉外局長 千 田 安香莉
体 育 局 長 山 下 啓 太
文 化 局 長 伊 東 亜希子
会 計 部 長 藤 井 恵
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大薬祭実行委員長 照 屋 亮
大薬祭副実行委員長 宮 嶋 千 尋
総 務 部 長 佐 野 匠
イ ベ ン ト 部 長 中 嶋 一 順
リサイタル部長 細 川 真 希
装 飾 部 長 山 本 真 奈
渉 外 部 長 谷 本 智 代
渉 内 部 長 田 中 敏 博
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本年度の大薬祭は､

｢スマイル～���������	
����
��～｣

をテーマに､平成��年��月��日(金)～��月�日(日)の

日程で開催されます｡ 昨年は ｢�����	�����

����｣ ｢野外ゲリラライブ｣ ｢ダンスバトル｣ ｢フリー

マーケット｣ など大いに盛り上がりました｡ 今年もす

でに大薬祭実行委員の皆さんが準備を始めています｡

楽しい企画にご期待ください｡
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オジャパン｣ ｢京都水族館｣ ｢海遊館｣ ｢ボウリング｣

｢野球観戦｣ など､ 楽しく食事をしたり､ 施設を見学

したりしながら､ これからの大学生活や学習方法など

についてアドバイザーからアドバイスを受けたり､ 新

入生同士の交流が図られたことと思います｡

参加した学生からは､ ｢アドバイザーと話ができて

楽しかった｣ ｢食事をしながら同じアドバイザーの学

生と話をすることができて､ 仲良くなれたので良かっ

た｣ ｢予想していたよりずっと楽しかった｣ などの声

が寄せられました｡

■ 五月祭 (新入生歓迎会) が開催されました

恒例の五月祭 (学友会主催) が平成��年�月�日

(木)に体育館で開催されました｡

第�部では､ 軽音楽部､ フォークソング部､ コーラ

ス部､ アンサンブルサークルによる演奏・発表や､

ダンスサークルによるステージ､ アドバイザー単位で

のクイズ大会などがあり､ 第�部では全学年でのビン

ゴ大会が行われました｡ 今年は､ 旅行券やゲーム機

(����)､ 防水テレビなど､ 豪華な景品が用意され､

大いに盛り上がりました｡

学生間はもとより､ 教職員との交流を深める良い機

会となったのではないでしょうか｡

■ 奨学金について

在籍学生のおよそ�分の�にあたる学生が何らかの

奨学金を受給しています｡ 奨学金といえば日本学生支

援機構(貸与)が中心になりますが､ 本学独自の大阪薬

科大学一般奨学金(給付)や大阪薬科大学特別奨学金

(貸与)､ 大阪薬科大学育友会奨学金(貸与)なども多く

の人数を採用しています｡

公益財団法人小野奨学会からも毎年��名

近くが奨学生(給付)として採用されていま

す｡ 今年は､ 同奨学会より�名の学生が学

業成績優秀者として表彰されました(�名

から学報掲載の了承を得ました)｡

大部分の奨学金は春先の募集となります

が､ 日本学生支援機構や本学独自の奨学金

では､ 家計急変に対応して随時緊急採用､

応急採用を行っていますので､ そのようなときは学生

課に相談してください｡ また､ 日本学生支援機構では

夏以降に臨時採用があることもあります｡ これらの案

内は掲示やユニバーサルパスポートで連絡します｡

また､ �年次生以降の学生でも対象となる給付奨学

金もありますので､ 掲示の案内などで確認してくださ

い｡

■ 貴重品は手元で管理してください

学内で財布など貴重品を落としたり置き忘れたりし

ても､ 大部分が学生課に届けられ無事持ち主のもとに

戻りますが､ いつもうまくいくとは限りません｡ また､

食堂で財布や携帯電話をテーブルの上に置いて席を確

保しているシーンに出くわすこともありますが､ あま

りにも不用心すぎると思います｡ 貴重品は身につける

か､ 目の届くところで管理してください｡

特に､ クラブ活動や健康科学演習で着替えるとき､

貴重品は活動を行う場所まで持っ

ていき､ マネージャーや体育教

員の指示に従い安全な場所で保

管してください｡ 残念なことに､

体育館の更衣室では不定期に金

品がなくなる事故が起きていま

す｡

大学では､ 守衛の巡回や最小限の数の防犯カメラの

設置など対策をとっていますが､ 少しの注意で防ぐこ

とができますので､ 皆さんのご協力をお願いします｡
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(左)５年次生 山中 萌さん (公財)小野奨学会 平成25年度優秀者表彰式

体育館更衣室入口の
防犯カメラ



■ AV利用室の改修について

平成��年��月に図書館�階の��利用室を従来の利

用方法 (���の視聴) に加えて語学学習等に利用で

きるラーニング・コモンズの機能を兼ね備えたスペー

スに改修しました｡

図書館では皆さんの語学学習の便宜を図るため､ タ

ブレット端末の貸出を行い､ 多読用��付リーダーズ

(英語) を難易度別に区分し多数とり揃えています｡

授業の空き時間や放課後等にぜひ一度利用してみま

せんか｡

������

大阪薬科大学報 No.��(����)��

図書・情報課
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裏表紙より
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当帰は神農本草経の中品に収
載され､ 婦人科疾患や虚弱体質
者の補血､ 滋養､ 鎮静､ 鎮痛薬
として応用されている温性の駆

�血薬である｡ 当帰の名前の由
来は､ 『病弱で実家に戻り､ 当帰
を用いて養生していた嫁が元気になり､ 嫁ぎ先に
当(まさ)に帰ることができた｡』 など諸説あるが､
どれも当帰が婦人病に有効であることを示してい
る｡ 当帰の基原植物は､ 第十三改正日本薬局方第
一追補以降､ トウキ�������	
��又はホッカイトウ
キ�������	
���
�����������の根を､ 通例､ 湯通
ししたものと規定されている｡ 日本の当帰には奈
良・和歌山県境に近い富貴､ 大深地区を中心とし
て生産される大和当帰 (大深当帰) と北海道産の
北海当帰とがある｡ 日本には飛鳥時代に中国から
持ち込まれた説があるが､ 基原植物が中国に存在
した記録が明らかでないことから､ 現在植栽され
ているトウキは日本のミヤマトウキ �������	
��
�
�����������が栽培化されたものとされている｡
セロリに似た強い芳香のあるセリ科の多年生草本
で､ 根は肥厚し多数の側根を付ける｡ 茎は立直､
分枝し､ 高さ��～����で葉柄とともに紫色を帯
び､ 無毛､ 葉は互生し､ �～�回�出羽状複葉､
葉面は濃緑色でつやがある｡ 花期は�～��月で､
枝先の複散形花序に小さな白色花を多数つける｡
一方､ 明治時代にトウキを北海道で栽培の試みが
なされたが上手くいかず､ その後昭和初期に現在
栽培されているものが選抜され､ ホッカイトウキ
と名付けられ現在に至っている｡ しかし､ その由
来は明らかでない｡ ホッカイトウキは茎が淡緑色
で赤くならず､ 香りも少し異なる｡ 主根が太く側
根が少ないので､ 生薬に調製したとき大和当帰に
くらべほっそりした感じになる｡ 大和当帰の調製
法は特徴的で､ 秋に枯れた地上部を付けたまま堀
り上げ､ 土を付けたままはさ掛けをし､ �月頃ま
で乾燥させる｡ 次に熱湯に浸け､ 湯もみをしなが
ら土を除き､ 側根を束ね再度はさ掛けをして再乾
燥させる｡ この操作により､ 有効成分とその含有
量に大きな変化を示さないが､ はさ掛けにより生
薬の甘みが強くなり､ 湯もみにより香りがマイル
ドになる｡ 近年､ 大和当帰の栽培者が減少してき
ているため､ トウキを中国の四川省などで日本式
の栽培から湯もみ等の修治を行う試みがなされて
いる｡
含有成分の主なものは､ 精油 (フタリド類) の

リグスチリド､ ブチリデンフタリド､ ポリアセチ
レン類のファルカリノール､ ファルカリンジオー
ル､ クマリン類のベルガプテン､ スコポレチン､
フェニルプロパノイドのフェルラ酸､ バニリン酸
および水溶性多糖物質などである｡ また､ 当帰の
煎出エキスはマウス経口投与で酢酸ライジングお
よび毛細血管透過性を抑制し､ ラット経口投与で
アジュバンド関節炎を抑制する｡ リグスチリドは､
抗アセチルコリン作用､ 抗喘息作用､ 鎮痙作用､
ファルカリンジオールは､ 抗侵害作用 (鎮静)､
鎮痛作用､ 熱水抽出物の多糖体分画にはマウスの
エールリッヒ腹水がんに対して抗腫瘍活性および
抗補体活性を示す｡ 漢方処方で当帰は､ 婦人病の
主薬とされ､ 冷え症､ 血行障害､ 貧血､ 月経不順､
月経痛､ 更年期障害などの治療を目的として温経
湯､ 温清飲､ 加味逍遙散､ 当帰芍薬散などの内服
薬や皮膚組織の回復を促進させることを目的とし
た外用薬の紫雲膏にも配合されている｡
今回紹介しているトウキの収穫や湯もみの貴重
な体験を今年の�月��日に武田薬品工業㈱京都
薬用植物園において本学の学生と共に行ってきま
した｡ 当日は､ 全国� 大学から薬学生を中心に
��名集まっていました｡ 今年の秋にも薬用植物に
関する体験学習が予定されていますので興味のあ
る方は参加してください｡�������	
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薬用植物園長 教授 谷口 雅彦

薬 用 植 物 の 紹 介
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